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別紙31　監視制御設備システム構成図（新設）【参考】

既設施設と接続する。

要となる機器を撤去する。
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別紙32　計装フロー図（既設）【参考】

※ 図中の『小雀系』は、『都岡幹線』と読み替えてください
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別紙33　監視制御設備信号入出力点数表（既設）【参考】

表１　入出力信号点数表（西谷浄水場計算機－場内設備）

DI AI PI DO AO

1 着水井・沈でん池・排水処理設備 598 76 4 164 8

2 ろ過池設備 1339 59 0 262 26

3 配水池・ポンプ・緊急遮断弁設備 600 62 0 139 0

4 薬注・水質設備 839 147 0 196 35

5 電力・自家発設備 241 43 2 56 0

3617 387 6 817 69

表２　入出力信号点数表（西谷浄水場計算機－場外設備）

DI AI PI DO AO

1 西谷ポンプ場 722 64 1 38 19

2 鶴見配水池（ポンプ場）+綱島台ポンプ場 1007 153 1 91 39

3 菅田配水池（ポンプ場）+竹山高区配水槽 952 74 1 58 25

4 仏向配水池（ポンプ場） 768 63 1 63 15

5 野毛山配水池（ポンプ場） 364 55 1 47 22

6 平楽配水池（ポンプ場） 649 53 1 56 16

7 磯子送水ポンプ場 134 20 1 66 7

8 磯子配水池（ポンプ場） 505 63 0 28 11

9 今井配水池（ポンプ場） 441 73 2 54 15

10 鶴ケ峰配水池（ポンプ場） 1241 147 1 150 59

11 汐見台配水槽（ポンプ場） 101 25 1 16 5

12 港南流調弁室 13 4 0 4 0

13 牛久保配水池（ポンプ場） 504 55 1 60 17

14 上流施設 8 32 0 0 0

7409 881 12 731 250

表３　入出力信号点数表（西谷浄水場計算機－水運用計算機）

DI AI PI DO AO

1 西谷浄水場 529 280 16 1 42

529 280 16 1 42

・　西谷浄水場計算機　←　西谷浄水場場内／場外設備：　上り(DI、AI、PI)
・　西谷浄水場計算機　→　西谷浄水場場内／場外設備：　下り（DO、AO）
・　西谷浄水場計算機　→　水運用計算機：　上り(DI、AI、PI)
・　西谷浄水場計算機　←　水運用計算機：　下り（DO、AO）
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合計

備考

備考
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No 施設名
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計算機画面一覧表（西谷浄水場既設）

No 施設名

場内設備 水系統 2枚 モード一覧 30枚 点検登録一覧 35枚 代替値一覧 18枚

着水井設備 水系統 1枚 水量制御 3枚 モード一覧 2枚 点検登録一覧 2枚 代替値一覧 1枚

沈殿池設備 水系統 1枚 排泥時間設定 1枚 コンプレッサ 1枚 モード一覧 2枚 点検登録一覧 2枚 代替値一覧 1枚

排水処理設備 水系統 1枚 濃縮・返送 1枚 受変電 1枚 モード一覧 2枚 点検登録一覧 4枚 代替値一覧 2枚

電力・自家発設備 電力・自家発 1枚 無停電電源装置監視 1枚 自家発 1枚 受電切替画面 6枚 モード一覧 2枚 点検登録一覧 4枚 代替値一覧 3枚

ろ過池設備 水系統 1枚 ろ過池 26枚 流量制御 4枚 状態一覧 2枚 洗浄制御設定 1枚
スロースタート制御設
定

1枚 洗浄状態 2枚 モード一覧 10枚 点検登録一覧 6枚 代替値一覧 2枚

ポンプ設備 水系統 1枚 ピークカット設定 1枚 浄水送水ポンプ制御 1枚 モード一覧 2枚 点検登録一覧 2枚 代替値一覧 2枚

配水池設備 水系統 1枚 ３号配水池 1枚 ３号配水池流入制御 1枚 ２号配水池 1枚 ２号配水池流入制御 1枚 １号配水池 1枚 モード一覧 3枚 点検登録一覧 2枚 代替値一覧 2枚

次亜注入設備 次亜注入 1枚 次亜設備 3枚 注入制御 5枚 モード一覧 2枚 点検登録一覧 5枚 代替値一覧 2枚

ＰＡＣ注入設備 ＰＡＣ注入 1枚 ＰＡＣ設備 1枚 注入制御 3枚 モード一覧 2枚 点検登録一覧 2枚 代替値一覧 1枚

硫酸注入設備 硫酸注入 1枚 モード一覧 2枚 点検登録一覧 2枚 代替値一覧 1枚

水質監視 水系統 1枚 水質監視装置 1枚 点検登録一覧 3枚 代替値一覧 2枚

水運用計画 水系統 1枚 流量 9枚 実績 10枚

場外設備 水系統 2枚 水質監視 1枚 モード一覧 27枚 点検登録一覧 55枚 代替値一覧 30枚

上流設備 水系統 1枚 点検登録一覧 2枚 代替値一覧 1枚 システム系統監視 1枚

水系統 1枚 塩素補給 2枚
受配電系統
（自家発含む）

3枚 建築付帯 1 侵入監視 1枚 モード一覧 4枚 点検登録一覧 8枚 代替値一覧 4枚 システム系統監視 1枚

導水・接合井 1枚 活性炭注入 1枚 原水水質監視装置 1枚

2 菅田ポンプ場 水系統 1枚 塩素補給 1枚 受配電系統 3枚 竹山高区配水槽 1枚 建築付帯 1枚 侵入監視 1枚 モード一覧 3枚 点検登録一覧 5枚 代替値一覧 3枚 システム系統監視 1枚

3 今井ポンプ場 水系統 1枚 塩素補給 1枚
受配電系統
（小水力含む）

4枚 建築付帯 1枚 侵入監視 1枚 モード一覧 2枚 点検登録一覧 5枚 代替値一覧 2枚 システム系統監視 1枚

4 仏向ポンプ場 水系統 1枚 塩素補給 1枚 受配電系統 3枚 建築付帯 1枚 侵入監視 1枚 モード一覧 2枚 点検登録一覧 3枚 代替値一覧 2枚 システム系統監視 1枚

5 鶴見ポンプ場 水系統 1枚 塩素補給 1枚 受配電系統 3枚 綱島台ポンプ場 1枚 建築付帯 1枚 侵入監視 1枚 モード一覧 3枚 点検登録一覧 7枚 代替値一覧 4枚 システム系統監視 1枚

6 牛久保ポンプ場 水系統 1枚 塩素補給 1枚 受配電系統 3枚 建築付帯 1枚 侵入監視 1枚 モード一覧 2枚 点検登録一覧 3枚 代替値一覧 2枚 システム系統監視 1枚

7 野毛山ポンプ場 水系統 1枚 塩素補給 1枚 受配電系統 3枚 建築付帯 1枚 侵入監視 1枚 モード一覧 2枚 点検登録一覧 4枚 代替値一覧 2枚 システム系統監視 1枚

8 平楽配水ポンプ場 水系統 1枚 塩素補給 1枚 受配電系統 3枚 建築付帯 1枚 侵入監視 1枚 モード一覧 2枚 点検登録一覧 3枚 代替値一覧 2枚 システム系統監視 1枚

9 磯子送水・配水ポンプ場 水系統 1枚 塩素補給 1枚 受配電系統 6枚 建築付帯 2枚 侵入監視 1枚 モード一覧 3枚 点検登録一覧 6枚 代替値一覧 3枚 システム系統監視 2枚

10 汐見台ポンプ場 水系統 1枚 受配電系統 1枚 建築付帯 1枚 侵入監視 1枚 モード一覧 1枚 点検登録一覧 2枚 代替値一覧 1枚 システム系統監視 1枚

11 港南流調弁室 水系統 1枚 モード一覧 1枚 点検登録一覧 2枚 代替値一覧 1枚 システム系統監視 1枚

12 西谷ポンプ場 水系統 1枚 受配電系統 3枚 建築付帯 1枚 侵入監視 1枚 モード一覧 2枚 点検登録一覧 4枚 代替値一覧 2枚 システム系統監視 1枚

13 緊急遮断弁 緊急遮断弁 1枚 災害時貯留量一覧 1枚 自動制御設定 24枚

14 水運用計画 水運用計画 1枚 流入量 10枚 水運用実績 11枚
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計算機帳票一覧表（西谷浄水場既設）

表１　既設西谷計算機帳票一覧表（日報）

No 施設名

水量 1枚 水質 3枚 電力 2枚 薬品貯留量 2枚 ろ過 4枚

薬品注入 4枚 運転 1枚 総括 2枚

1 港南流調弁室

2 鶴ケ峰配水ポンプ場 水質・薬品注入 1枚 修正用日報 1枚

3 菅田ポンプ場

4 牛久保ポンプ場 水量 1枚

5 鶴見ポンプ場 水質・薬品注入 1枚

6 竹山高区配水槽

7 綱島台ポンプ場

8 磯子送水・配水ポンプ場

9 汐見台ポンプ場

10 今井ポンプ場

11 仏向ポンプ場

12 野毛山ポンプ場

13 平楽配水ポンプ場

14 西谷ポンプ場

・「電力＊」は合わせて１枚

・「薬品貯留量＊」は合わせて１枚

表２　既設西谷計算機帳票一覧表（月報）

No 施設名

水量 1枚 水質 3枚 電力 2枚 薬品受入 1枚

薬品注入 4枚

1 港南流調弁室

2 鶴ケ峰配水ポンプ場 水質・薬品注入 1枚

3 菅田ポンプ場

4 牛久保ポンプ場 水量 1枚

5 鶴見ポンプ場 水質・薬品注入 1枚

6 竹山高区配水槽

7 綱島台ポンプ場

8 磯子送水・配水ポンプ場

9 汐見台ポンプ場

10 今井ポンプ場

11 仏向ポンプ場

12 野毛山ポンプ場

13 平楽配水ポンプ場

14 西谷ポンプ場

・「薬品受入＊」は合わせて１枚
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水量

帳票名称

水量

水質・薬品注入

薬品貯留量＊

薬品貯留量＊

1枚

1枚

1枚

1枚

1枚

1枚

1枚

－

1枚

1枚

1枚

1枚

00992037
テキストボックス
別紙34　監視制御設備画面・帳票一覧表（既設）【参考】



計算機帳票一覧表（西谷浄水場既設）

表３　既設西谷計算機帳票一覧表（年報）

No 施設名

水量 1枚 水質 3枚 電力 2枚 薬品受入 1枚

薬品注入 4枚

1 港南流調弁室

2 鶴ケ峰配水ポンプ場 水質・薬品注入 1枚

3 菅田ポンプ場

4 牛久保ポンプ場 水量 1枚

5 鶴見ポンプ場 水質・薬品注入 1枚

6 竹山高区配水槽

7 綱島台ポンプ場

8 磯子送水・配水ポンプ場

9 汐見台ポンプ場

10 今井ポンプ場

11 仏向ポンプ場

12 野毛山ポンプ場

13 平楽配水ポンプ場

14 西谷ポンプ場

・「薬品受入＊」は合わせて１枚

水量
水質・薬品注入

電力＊

薬品受入＊水量 電力

水質・薬品注入
水量

電力＊

1枚

帳票名称

水量

水量

電力

場内

薬品受入＊水質・薬品注入

水量

1枚

1枚

1枚

1枚

1枚

1枚

1枚

1枚

1枚 1枚

1枚

1枚

-

-

00992037
テキストボックス
別紙34　監視制御設備画面・帳票一覧表（既設）【参考】



別紙35　監視制御設備制御機能一覧表（既設）【参考】

No 機器名称 機器No 設置場所 制御項目 制御概要 制御対象機器 備考

開度制御
インチング制御

開度設定値に対して、開度をこの値に制御する。 相模湖系着水調節弁
道志川系着水調節弁
着水井連絡調節弁
相模湖系沈殿池流入調節弁
道志川系沈殿池流入調節弁

着水量制御
１　固定着水量制御
２　着水量演算制御
３　計画パターン制御

１　固定着水量設定値に対して、着水量をこの値に制御する。
２　取水元の川井浄水場導水路及び鶴ケ峰導水路の流量を基に西谷浄水場の取水可能流量をコントローラにて演算し、着水量また
鶴ケ峰接合井水位制御を同時に行う。
３　水運用コントローラより、毎正時おきに送信される着水量計画値に対して、着水量をこの値に制御する。

相模湖系着水調節弁
道志川系着水調節弁

沈殿池流入制御
１　固定流入量制御
２　着水量演算制御
３　分配率制御

１　固定流入量設定値に対して、沈殿池流入量をこの値に制御する。
２　コントローラにて、上流側の着水量等より算出した沈殿池全体の流入可能量に、選択された分配率を演算し、各沈殿池の流入
量をこの値に制御する。
３　沈殿池設備にて設定された休止池の数を分配率に換算し、各モードでの演算に使用する。

相模湖系沈殿池流入調節弁
道志川系沈殿池流入調節弁

本制御は、電力・自家発コントローラ［CTR－５］による自動受電切替制御時、停電時の記憶と運転再開のステップシーケンスによ
り、連動制御を行う。

１・２号沈殿池フラッシュミキサ
３・４号沈殿池フラッシュミキサ
１号沈殿池フロキュレータ１～３段
２号沈殿池フロキュレータ１～３段
３号沈殿池フロキュレータ１～３段
４号沈殿池フロキュレータ１～３段

本機器の制御は、自動運転、及び受電切替連動制御とする。 １号沈殿池掻寄機１～２
２号沈殿池掻寄機１～２
３号沈殿池掻寄機１～２
４号沈殿池掻寄機１～２

回転数制御 回転数計測値(PV)と、回転数設定値(SV)を比較し、増／減ビット出力による制御（三位置制御）を行う。 １号沈殿池フロキュレータ１～３段
２号沈殿池フロキュレータ１～３段
３号沈殿池フロキュレータ１～３段
４号沈殿池フロキュレータ１～３段

自動排泥制御 LCDでの各タイマ(排泥周期・排泥時間・排泥インターバル)の設定により、群単位で順次排泥弁へ開指令を出力する制御を行う。 １号沈殿池排泥弁１～４段
２号沈殿池排泥弁１～４段
３号沈殿池排泥弁１～４段
４号沈殿池排泥弁１～４段

2 ろ過池設備コントローラ CTR-2 B1F制御室 ろ過池制御
１　ろ過池状態遷移
２　ろ過池弁制御シーケンス
３　ろ過時間、休止時間積算のカウント/リセット
４　ピークカット制御におけるろ過池洗浄について
５　ろ過流量制御、ろ過池数制御
６　群毎ろ過池数、池毎流量演算

逆洗弁スローダウン機能
　ろ過池洗浄時の逆洗弁について全開から段階的に閉する機能を有する。
洗浄時のろ過池全体でのろ過量の按分について
　ある号池が洗浄工程（自動で水位降下）及び洗浄待機となった場合は、その池が分担していたろ過量を、ろ過池全体（自動、群
分配モード）でカバーする。

１～26号ろ過池原水弁
１～26号ろ過池浄水弁
１～26号ろ過池表洗弁
１～26号ろ過池逆洗弁
１～26号ろ過池排水弁
１～26号ろ過池流量調節弁

手動開／閉操作 本機器の制御は、手動操作による開／閉／停止とする。 １号配水池流入弁１～２
２号配水池流入弁１～２
３号配水池流入弁１～２
１号配水池流出弁１～４
２号配水池流出弁１～２
３号配水池流出弁１～２
１号配水池送水弁
３号配水池送水弁
１・３号配水池連絡弁
２・３号配水池連絡弁
３号配水池野毛山流出弁１～２
野毛山幹線流出弁１～２
野毛山幹線連絡弁
野毛山幹線バイパス弁
ポンプ井流出弁１～２
２号配水池野毛山流出弁１～２
３号配水池小雀系流入弁１～２
１号池緊急遮断弁１～４
３号池緊急遮断弁３～４

開度制御
インチング制御

開度設定値に対して、開度をこの値に制御する。 ３号配水池小雀系流入調節弁
２号配水池流入調節弁

固定流入量制御 固定流入量設定値に対して、流量をこの値に制御する。 ３号配水池小雀系流入調節弁
２号配水池流入調節弁

計画パターン制御 アプリサーバより、毎正時おきに送信される流入量計画値に対して、流量をこの値に制御する。 ３号配水池小雀系流入調節弁

浄水送水ポンプ制御
１　回転数制御
２　固定送水量制御
３　送水量演算制御
４　夜間電力活用制御
５　夏季ピーク時間電力低減制御

１　回転数計測値(PV)と、回転数設定値(SV)を比較し、増／減ビット出力による制御（三位置制御）を行う。
２　固定送水量設定値に対して、送水量をこの値とする為に、浄水送水ポンプの回転数制御・台数制御を行う。
３　各計測値をもとに送水量を演算し、送水量をこの値とする為に、浄水送水ポンプの回転数制御・台数制御を行う。
４、５　昼間（１３：００～１６：００、時刻変更可）の電力消費量を抑えるため、浄水送水ポンプ，洗浄揚水ポンプの台数制限
を行う。
　　　なお、ピークカット開始時（１３：００、変更可）における２号配水池の水位を低く抑えることにより、台数制限を実現さ
せる。
　　　また、ピークカット中に洗浄に入るろ過池を前日夜間から先行して洗浄することにより、夜間電力の活用も行えることとす
る。

No.１～３浄水送水ポンプ

洗浄揚水ポンプ制御
１　洗浄水槽水位による台数制御
２　自家発給電時のポンプ起動制限
３　受電切替による停止
４　ピークカット中の台数制御

１　洗浄水槽水位に対して『運転水位』及び『停止水位』をそれぞれ二段設け、水位がその値となった条件にて、洗浄揚水ポンプ
の運転／停止を行う。
２　自家発の給電容量では、洗浄揚水ポンプほか全ての負荷を運転する事が出来ない為、自家発での給電時は、洗浄揚水ポンプの
起動条件を以下とする。
３　受電切替操作に伴い、受電コントローラより送信されるポンプ停止要求により、運転中のポンプを全台停止する。
４　ピークカット中（13:00～16：00）は、ポンプの運転台数が最大１台となるように台数制限を行う。（２台とも自動の場合）

No.１～２洗浄揚水ポンプ

1 着水井・沈殿池・排水処
理設備コントローラ

CTR-1 B1F制御室

3 配水池設備コントローラ CTR-3 B1F制御室

(1/10)

受電切替連動制御



別紙35　監視制御設備制御機能一覧表（既設）【参考】

No 機器名称 機器No 設置場所 制御項目 制御概要 制御対象機器 備考

3 配水池設備コントローラ CTR-3 B1F制御室 １　緊急遮断弁の手動制御
（１）中央での操作
（２）緊急遮断弁自動／手動モードについて

２　緊急遮断弁自動制御プログラムによる
（１）水位条件制御
（２）システム異常時の弁制御
（３）弁指令渋滞発生時の警報処理
（４）「遮断弁制御モード休止／自動／手動」につ
いて

１－（１）緊急遮断弁の手動制御オペレーションは、緊急遮断弁画面及び（場内）配水池画面で行う。
     （２）緊急遮断弁モードに関係なく緊急遮断弁の手動制御は可能とする。

２－（１）弁を自動制御する条件は、水位が操作開始水位以下（LCD設定）であり、かつ水位低下傾向であること。
　　 （２）配水池・ポンプ・緊急遮断弁コントローラ－配水池PLC（日立殿）間のFL-net伝送異常時は、現場手動制御とする。但
し、配水池・ポンプ・緊急遮断弁コントローラ内PROFIBUS伝送異常時は、緊急遮断弁の自動制御は継続する。
     （３）緊急遮断弁制御タイムアウト発生時の処理内容は下記とする。
　　　ア　指令渋滞として当該シンボルをフリッカ表示する。
　　　イ　検知方法は「緊急遮断弁急閉」送信後、一定時間経過（内部固定）しても「緊急遮断弁全閉」を確認出来ない場合とす
る。
     （４）休止／自動／手動の設定機能は、下記の仕様とする。
　　　ア　休止設定：「水位設定」「異常流量条件」ともに無効設定とした場合
　　　イ　自動設定：遮断弁モード自動選択かつ休止設定のいずれかが有効の場合
　　　ウ　手動設定：遮断弁モード手動選択かつ休止設定のいずれかが有効の場合
　　　※ 休止設定、手動設定とも緊急遮断弁プログラムは無効となる。
　　　エ　【制御除外条件チェック】制御除外条件をチェックし、条件が成立した場合、自動制御から除外する。
　　　オ【一時停処理】西谷浄水場LCDから「一時停止」操作により、自動制御処理を一時的に停止させるまた、「解除」操作によ
り自動制御処理を再開する。
　　　カ　【強制終了処理】西谷浄水場LCDから「強制終了」操作により、自動制御処理及び一時停止処理を終了する。

３号池緊急遮断弁３～４

4 薬注・水質コントローラ CTR-4 B1F制御室 次亜貯留槽取出弁の自動制御 次亜貯留槽取出弁の自動は、現場ＳＱＣ制御で行う。
１　使用中の貯蔵槽”Ｌ”検知まで取出弁は開とする。
２　なお、使用中の貯蔵槽”Ｌ”検知で次貯留槽へ切換えを行う。

１～４号次亜貯留槽取出弁

次亜移送ポンプの自動制御 次亜移送ポンプの自動は、以下のように現場ＳＱＣ制御で行い各移送弁と連動制御を行う。
１　各小出槽”Ｌ”検知で移送ポンプ運転し、”Ｈ”検知で停止とする。
２　但し、貯蔵槽切換えによる取出弁閉になった場合は、一度、移送ポンプを停止させ、貯留槽切換え後に再制御を開始する。

１～２号次亜移送ポンプ

移送弁の自動制御 各移送弁の自動制御は、以下のように現場ＳＱＣ制御で行い移送ポンプと連動制御を行う。
１　自動時は、移送弁は小出槽Ｌを検出した順に開とする。（２弁同時開は行わない）
２　但し、後次亜の小出槽を最優先とする。また制御中の移送弁があれば閉操作を行い後次亜移送弁を開とする。

相模湖系前次亜移送弁
道志川系前次亜移送弁
中次亜移送弁
後次亜移送弁

相模湖系前次亜注入制御
１　系統切換制御
２　開度設定
３　注入量制御（ＦＣ）
４　注入率制御（ＦＲＣ）
５　演算制御（処理水残塩一定制御）

１　系統切換を行う場合は、手動モードで選択を行う。その後、自動モード切換えにより、選択解除された弁を閉・選択された弁
を開する制御を行う。
２　現場SQCに対し開度設定を行う。
３　注入量設定値に対して、注入量が一定となる様にＰＩＤ制御を行う。
４　相模湖系流入流量に対して、注入率設定で目標注入量を演算し、注入量制御を行う。
５　注入から、その効果が処理水残塩の計測値に表れるまでに、大きな無駄時間がある為、注入点に比較的近い、未処理水残塩を
マイナール－プとして制御するカスケード方式とする。

相模湖系１系前次亜調節弁
相模湖系２系前次亜調節弁
相模湖系１系前次亜仕切弁
相模湖系２系前次亜仕切弁

道志川系前次亜注入制御
１　系統切換制御
２　開度設定
３　注入量制御（ＦＣ）
４　注入率制御（ＦＲＣ）
５　演算制御（処理水残塩一定制御）

１　系統選択を変更する時は手動にて選択を切換えるが、切換後自動にすると、選択解除された弁を閉し、選択された弁を開する
制御を行う。
２　現場SQCに対し開度設定を行う。
３　注入流量設定値に対して、注入量が一定となる様にＰＩＤ制御を行う。
４　道志川系流入流量対して、注入率設定で目標注入量を演算し、注入量制御を行う。
５　注入から、その効果が処理水残塩の計測値に表れるまでに、大きな無駄時間がある為、注入点に比較的近い、未処理水残塩を
マイナール－プとして制御するカスケード方式とする。

道志川系１系前次亜調節弁
道志川系２系前次亜調節弁
道志川系１系前次亜仕切弁
道志川系２系前次亜仕切弁

中次亜注入制御
１　系統切換制御
２　開度設定
３　注入量制御（ＦＣ）
４　注入率制御（ＦＲＣ）
５　演算制御（処理水残塩一定制御）

１　系統選択を変更する時は手動にて選択を切換えるが、切換後自動にすると、選択解除された弁を閉し、選択された弁を開する
制御を行う。
２　現場SQCに対し開度設定を行う。
３　注入流量設定値に対して、注入量が一定となる様にＰＩＤ制御を行う。
４　西谷流入流量（または相模湖系流入流量＋道志川系流入流量）に対して、注入率設定で目標注入量を演算し、注入量制御を行
う。
５　目標残塩として、ろ過水残塩もしくは未ろ過水残塩のいずれかを選択する。
（１）（未ろ過水＋ろ過水）モード
　　注入から、その効果がろ過水残塩の計測値に表れるまでに、大きな無駄時間がある為、注入点に比較的近い、未ろ過水残塩を
マイナーループとして制御するカスケード方式とする。
（２）未ろ過水モード
　　未ろ過水残塩を目標値として、制御を行う。

１系中次亜調節弁
２系中次亜調節弁
１系中次亜仕切弁
２系中次亜仕切弁

後次亜注入制御
１　系統切換制御
２　開度設定
３　注入量制御（ＦＣ）
４　注入率制御（ＦＲＣ）
５　演算制御（処理水残塩一定制御）

１　系統選択を変更する時は手動にて選択を切換えるが、切換後自動にすると、選択解除された弁を閉し、選択された弁を開する
制御を行う。
２　現場SQCに対し開度設定を行う。
３　注入流量設定値に対して、注入量が一定となる様にＰＩＤ制御を行う。
４　総ろ過流量に対して、注入率設定で目標注入量を演算し、注入量制御を行う。
５　注入から、その効果が処理水残塩の計測値に表れるまでに、大きな無駄時間がある為、注入点に比較的近い、未処理水残塩を
マイナール－プとして制御するカスケード方式とする。

１系後次亜調節弁
２系後次亜調節弁
１系後次亜仕切弁
２系後次亜仕切弁

小雀系補給次亜注入制御
１　号機切換制御
２　回転数制御
３　注入量制御
４　注入率制御
５　演算制御（小雀系流入残塩一定制御、小雀系注
入後
　残塩一定制御）

１　号機選択を変更する時は手動にて選択を切換えるが、切換後自動にすると、選択解除された注入ポンプを停止し、選択された
注入ポンプ
　を運転する制御を行う。
２　回転数設定値に対して、回転数が一定となる様に制御する。
３　注入量設定値に対して、注入流量が一定となる様に制御出力を行う。
４　小雀流入流量に対して、注入率設定で目標注入量を演算し、注入量制御を行う。
５　小雀系流入残塩設定値又は、小雀系注入後残塩設定値に対して、小雀流入流量をかけて目標注入流量を演算し、注入流量をこ
の値に制御する。

小雀系１～２号補給次亜注入ポンプ回転数
小雀系１～２号補給次亜注入ポンプ

ＰＡＣ移送ポンプの自動制御 次亜移送ポンプの自動は、以下のように現場ＳＱＣ制御で行い各移送弁と連動制御を行う。
１　各小出槽”Ｌ”検知で移送ポンプ運転し、”Ｈ”検知で停止とする。
２　但し、貯蔵槽切換えによる取出弁閉になった場合は、一度、移送ポンプを停止させ、貯留槽切換え後に再制御を開始する。

１～２号PAC移送ポンプ

(2/10)



別紙35　監視制御設備制御機能一覧表（既設）【参考】

No 機器名称 機器No 設置場所 制御項目 制御概要 制御対象機器 備考

4 薬注・水質コントローラ CTR-4 B1F制御室 ＰＡＣ貯留槽取出弁の自動制御 ＰＡＣ貯留槽取出弁の自動は、以下のように現場ＳＱＣ制御で行う。
１　使用中の貯蔵槽”Ｌ”検知まで取出弁は開とする。
２　なお、使用中の貯蔵槽”Ｌ”検知で次貯留槽へ切換えを行う。

１～４号ＰＡＣ貯留槽取出弁

相模湖系前ＰＡＣ注入制御
１　系統切換制御
２　開度設定
３　注入量制御（ＦＣ）
４　注入率制御（ＦＲＣ）

１　系統選択を変更する時は手動にて選択を切換えるが、切換後自動にすると、選択解除された弁を閉し、選択された弁を開する
制御を行う。
２　現場SQCに対し開度設定を行う。
３　注入量設定値に対して、注入量が一定となる様にＰＩＤ制御を行う。
４　相模湖系流入流量に対して、注入率設定で目標注入量を演算し、注入量制御を行う。

相模湖系１系前ＰＡＣ調節弁
相模湖系２系前ＰＡＣ調節弁
相模湖系１系前ＰＡＣ仕切弁
相模湖系２系前ＰＡＣ仕切弁

道志川系前ＰＡＣ注入制御
１　系統切換制御
２　開度設定
３　注入量制御（ＦＣ）
４　注入率制御（ＦＲＣ）

１　系統選択を変更する時は手動にて選択を切換えるが、切換後自動にすると、選択解除された弁を閉し、選択された弁を開する
制御を行う。
２　現場SQCに対し開度設定を行う。
３　注入量設定値に対して、注入量が一定となる様にＰＩＤ制御を行う。
４　道志川系流入流量に対して、注入率設定で目標注入量を演算し、注入量制御を行う。

道志川系１系前ＰＡＣ調節弁
道志川系２系前ＰＡＣ調節弁
道志川系１系前ＰＡＣ仕切弁
道志川系２系前ＰＡＣ仕切弁

後ＰＡＣ注入制御
１　系統切換制御
２　開度設定
３　注入量制御（ＦＣ）
４　注入率制御

１　系統選択を変更する時は手動にて選択を切換えるが、切換後自動にすると、選択解除された弁を閉し、選択された弁を開する
制御を行う。
２　現場SQCに対し開度設定を行う。
３　注入量設定値に対して、注入量が一定となる様にＰＩＤ制御を行う。
４　西谷流入流量に対して、注入率設定で目標注入量を演算し、注入量制御を行う。

１系後ＰＡＣ調節弁
２系後ＰＡＣ調節弁
１系後ＰＡＣ仕切弁
２系後ＰＡＣ仕切弁

硫酸貯留槽取出弁の自動制御 硫酸貯留槽取出弁の自動は、以下のように現場ＳＱＣ制御で行う。
１　使用中の貯蔵槽”Ｌ”検知まで取出弁は開とする。
２　なお、使用中の貯蔵槽”Ｌ”検知で次貯留槽へ切換えを行う。

１～４号硫酸貯留槽取出弁

相模湖系硫酸注入制御
１　号機切換制御
２　回転数制御（手動時）
３　注入率制御（自動時）
４　演算制御（自動時）

１　号機選択を変更する時は手動にて選択を切換えるが、切換後自動にすると、選択解除された注入ポンプを停止し、選択された
注入ポンプを運転する制御を行う。
２　回転数設定値（ストローブ付）を監視制御盤へ送信し、回転数が一定となる様に監視制御盤で制御を行う。
３　回転数設定値（ストローブ付）をＯＬＣへ送信し、実注入率が一定となる様にＯＣＬで制御を行う。

１～２号相模湖系硫酸注入ポンプ
１～２号相模湖系硫酸注入ポンプ回転数

企業団流入側次亜貯留槽出口弁の自動制御 企業団流入側次亜貯留槽出口弁の自動は、以下のように現場ＳＱＣ制御で行う。
１　使用中の貯蔵槽”Ｌ”検知まで取出弁は開とする。
２　なお、使用中の貯蔵槽”Ｌ”検知で次貯留槽へ切換えを行う。

企業団流入側１～２号次亜貯留槽出口弁

次亜注入制御
１　号機切換制御
２　注入量制御（手動時）
３　注入率制御（自動時）
４　ＦＦ制御（自動時）
５　ＦＦ＋ＦＢ制御（自動時）

１　号機選択を変更する時は手動にて選択を切換えるが、切換後自動にすると、選択解除された注入ポンプを停止し、選択された
注入ポンプを運転する制御を行う。
２　回転数設定値（ストローブ付）を制御盤へ送信し、注入量が一定となる様に制御盤で制御を行う。
３　注入率設定値（ストローブ付）を制御盤へ送信し、実注入率が一定となる様に制御盤で制御を行う。
４　目標残塩（ＦＦ）設定値（ストローブ付）を制御盤へ送信し、注入前残塩が一定となる様に制御盤で制御を行う。
５　目標残塩（ＦＢ）（ストローブ付）を制御盤へ送信し、注入後残塩が一定となる様に制御盤で制御を行う。

１号企業団流入側１系１号次亜注入ポンプ
２号企業団流入側１系２号次亜注入ポンプ
１号企業団流入側２系１号次亜注入ポンプ
２号企業団流入側２系２号次亜注入ポンプ
１号３号配水池流出側１系１号次亜注入ポンプ
２号３号配水池流出側１系２号次亜注入ポンプ
１号３号配水池流出側２系１号次亜注入ポンプ
２号３号配水池流出側２系２号次亜注入ポンプ

開度設定 制御盤のＳＱＣ制御にて、注入ポンプに連動し、自動的に開／閉を行う。 企業団流入側１系１～２号次亜注入弁
企業団流入側２系１～２号次亜注入弁
３号配水池流出側１系１～２号次亜注入弁
３号配水池流出側２系１～２号次亜注入弁

３号配水池流出側次亜貯留槽出口弁の自動制御 ３号配水池流出側次亜貯留槽出口弁の自動は、以下のように現場ＳＱＣ制御で行う。
１　使用中の貯蔵槽”Ｌ”検知まで取出弁は開とする。
２　なお、使用中の貯蔵槽”Ｌ”検知で次貯留槽へ切換えを行う。

３号配水池流出側１号次亜貯留槽出口弁
３号配水池流出側２号次亜貯留槽出口弁

5 電力・自家発コントロー
ラ

CTR-5 B1F制御室 受電切替制御 常用・予備・自家発の受電切替を、停電時の自動制御またはLCD操作によって行う。 受電(常用)遮断器(52R1)
受電(予備)遮断器(52R2)
1～2系動力変圧器一次接触器(52P11)～(52P21)
1～2系照明変圧器一次接触器(52P12)～(52P22)
1～2系ポンプき電遮断器(52F11)～(52F21)
No.1～3コンデンサ接触器(52C11)～(52C13)
空調変圧器一次遮断器(52P13)
排水処理き電遮断器(52F12)
母線連絡遮断器(52B)
1～2系ポンプき電引込遮断器(52R11)～(52R21)
No.1～3浄水送水ポンプ(52M11)～(52M13)
No.1～2洗浄揚水ポンプ(52M21)～(52M22)
ポンプ母線連絡遮断器(52B1)
1～2系動力変圧器二次MCCB (52S11)～(52S21)
1～2系動力変圧器二次連絡MCCB (52B11)～(52B21)
1～2系照明変圧器二次MCCB (52S12)～(52S22)
1～2系照明変圧器二次連絡MCCB (52B12)～(52B22)
自家発遮断器（52G）
自家発引込遮断器（52GB）

無効電力制御 進み側無効電力の制限値と、遅れ側無効電力の制限値の範囲内で、無効電力計測値を目標値に最も近づける為に、進相コンデンサ
を投入・遮断することを目的とした制御を行う。

No.1～3コンデンサ接触器(52C11)～(52C13)
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別紙35　監視制御設備制御機能一覧表（既設）【参考】

No 機器名称 機器No 設置場所 制御項目 制御概要 制御対象機器 備考

5 電力・自家発コントロー
ラ

CTR-5 B1F制御室 デマンド監視機能 １　契約電力のデマンド監視を行い、契約電力超過予測時には警報を発する。
２　現在デマンド値を演算して、数値・グラフ表示を行う。
３　予測デマンド値を演算して、数値・グラフ表示を行う。
４　監視装置から入力した目標デマンド値、初期デマンド値から目標デマンド線のグラフ表示を行う。
５　監視装置から入力した契約デマンド値のグラフ表示を行う。
６　現在目標デマンド値を演算して、数値表示を行う。
７　使用可能電力を演算して、数値表示を行う。
８　日最大、月最大、年最大、過去最大のデマンド値を検出して、その時のデマンド値と記録日時を監視装置に表示する。これら
は、監視装置からプリセットすることが可能。
９　予測デマンドが契約デマンドを超過した場合、または、現在デマンドが契約デマンドを超過した場合には警報メッセージを出
力する。

6 共通 共通 場外緊急遮断弁一斉制御 一斉制御とは、以下の緊急遮断弁自動制御プログラムにおける以下の操作指令を指すものである。
１　震度５強指令
２　一時停止指令
３　一時停止解除指令
４　強制終了
５　緊急遮断共通パラメータ設定変更
　場外系１，２の負荷単位（ポンプ場）で、フローチャートのとおり制御を行う。
６　場外系１（AS６）の制御対象：港北、西谷P、今井、牛久保、仏向、鶴ケ峰
７　場外系２（AS７）の制御対象：野毛山、菅田、鶴見、磯子、平楽
　無線選択時における一斉制御指令の送信順序は、各ＳＴ毎に災害発生時確保水量の多い順から送信するものとし、以下の通りと
する。
８　場外系１（AS６）：港北→今井→牛久保→仏向→鶴ケ峰
９　場外系２（AS７）：野毛山→菅田→鶴見→磯子→平楽
　なお、有線選択時は同時送信とする。

各場外配水池緊急遮断弁

１　全受電自動制御
２　受電半自動制御
３　受電手動切替制御

１　西谷ポンプ場の停電検出にて、西谷ポンプ場シーケンサ（島津殿）で常用→予備、予備→常用の切替及びポンプ制御を強制手
動とし、停止→運転の連動制御を行う。
２　受電切替操作により、西谷ポンプ場シーケンサ（島津殿）で常用→予備、予備→常用の切替及びポンプ制御を強制手動とし、
停止→運転の連動制御を行う。
３　制御概要
（１）切替操作によりLCD及び音声によって、切替ガイダンスを出力する。
（２）ガイダンスに従って、手動による機器操作で受電切替を行う。
（３）受電切替を途中で中止する場合は、”切替中止”操作を行う。

受電(常用)遮断器（52R1）
受電(予備)遮断器（52R2）
１～４号ポンプ

ポンプ制御 西谷ポンプ場で、自動的に推定末端圧力制御及びポンプ台数制御を行うモード。 １～４号ポンプ

自動制御 LCDにて自動モード選択し、SETにて流量目標値を設定することにより西谷ポンプ場シーケンサ（島津殿）からの自動運転指令に
て、流量一定制御を行う。

企業団系仏向流入弁
３号配水池企業団系流入弁１～２

開度操作 手動、現場⇔遠方で開／閉／停止の操作を行う 小雀系仏向流入弁
三ツ沢高区線流出弁
第１鶴見高区線流出弁
西谷仏向切替弁

１　緊急遮断弁の手動制御
（１）緊急遮断弁の手動制御の考え方
（２）緊急遮断弁自動／手動モードについて

２　緊急遮断弁自動制御プログラムによる
（１）水位条件制御
（２）システム異常時の弁制御
（３）弁指令渋滞発生時の警報処理
（４）「遮断弁制御モード休止／自動／手動」につ
いて

１－（１）緊急遮断弁の手動制御の考え方
　　　緊急遮断弁の手動制御オペレーションは、緊急遮断弁画面で行う。ON/OFF（急閉）制御、STC制御は、インターロックは設け
る。急閉のインターロックは、休止及び現場PLC回線異常のみとする。
　（２）緊急遮断弁自動／手動モードについて
　　　ア　緊急遮断弁モードに関係なく、ポンプ、弁等のプラント制御は可能とする。
　　　イ　緊急遮断弁モードに関係なく緊急遮断弁の手動制御は可能とする。

２－（１）弁を自動制御する条件は、水位が操作開始水位以下（LCD設定）であり、かつ水位低下傾向であること。
　 （２）遠方中継装置PLC－現場PLC（島津殿）間の伝送異常時は、現場手動制御とする。但し、ポンプ場－西谷浄水場間の
Ethernet伝送異常（有線）時は、緊急遮断弁の自動制御は継続する。
　（３）緊急遮断弁制御タイムアウト発生時の処理内容は下記とする。
　　　ア　指令渋滞を遠方中継装置PLCで検知し、西谷浄水場へ送信する。
　　　イ　検知方法は「緊急遮断弁急閉」送信後、一定時間経過（内部固定）しても「緊急遮断弁全閉」を確認出来ない場合とす
る。
　　　ウ　緊急遮断弁画面で当該シンボルをフリッカ（重故障）表示する。
　（４）休止／自動／手動の設定機能は、下記の仕様とする
　　　ア　休止設定：「水位設定」「異常流量条件」ともに無効設定とした場合
　　　イ　自動設定：遮断弁モード自動選択かつ休止設定のいずれかが有効の場合
　　　ウ　手動設定：遮断弁モード手動選択かつ休止設定のいずれかが有効の場合
　　　※ 休止設定、手動設定とも緊急遮断弁プログラムは無効となる。
　　　エ　【制御除外条件チェック】制御除外条件をチェックし、条件が成立した場合、自動制御から除外する。
　　　オ【一時停処理】西谷浄水場LCDから「一時停止」操作により、自動制御処理を一時的に停止させるまた、「解除」操作によ
り自動制御処理を再開する。
　　　カ　【強制終了処理】西谷浄水場LCDから「強制終了」操作により、自動制御処理及び一時停止処理を終了する。

西谷３号配水池緊急遮断弁１～２

PLC切替 PLCのA系、B系を切替える。 制御PLC
監視PLC

１　戻し制御 無効
２　戻し制御 有効

１　商用停電時に自動的に自家発側への切り替え制御を行う。
２（１）戻し方向自家発→常用
　　受電（常用）側に戻す制御を行う。
　（２）戻し方向自家発→予備
　　受電（予備）側に戻す制御を行う。

自家発電設備

計算機室7 場外監視操作装置
（西谷ポンプ場）

SVR-2
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No 機器名称 機器No 設置場所 制御項目 制御概要 制御対象機器 備考
１　受電自動制御
２　受電半自動制御
３　受電手動切替制御

１　菅田ポンプ場の停電検出にて、菅田ポンプ場シーケンサ（三菱殿）で常用→予備、予備→常用の切替及びポンプ制御を強制手
動とし、停止→運転の連動制御を行う。
２　受電切替操作により、菅田ポンプ場シーケンサ（三菱殿）で常用→予備、予備→常用の切替及びポンプ制御を強制手動とし、
停止→運転の連動制御を行う。
３　制御概要
（１）切替操作によりLCD及び音声によって、切替ガイダンスを出力する。
（２）ガイダンスに従って、手動による機器操作で受電切替を行う。
（３）受電切替を途中で中止する場合は、”切替中止”操作を行う。

受電常用遮断器（５２Ｒ１）
受電予備遮断器（５２Ｒ２）
１～５号ポンプ

開度操作 手動、現場⇔遠方で開／閉／停止の操作を行う 流入主弁
流入弁２

１　自動制御
２　流入量制御

１　LCDにて自動モード選択し、SETにて流量目標値を設定することにより三菱殿コントローラからの自動運転指令により、流量一
定制御を行う。
２　西谷浄水場にて設定される流入量を目標値として、流入副弁の開閉制御を行う。なお制御用PLCがＡ，Ｂ系の２台あるが、選択
中のPLCにて制御を行う。ただし選択中のPLCが故障した場合には、もう一方のPLCに切り替え制御を継続する。

流入副弁

１　緊急遮断弁の手動制御
（１）緊急遮断弁の手動制御の考え方
（２）緊急遮断弁自動／手動モードについて

２　緊急遮断弁自動制御プログラムによる
（１）水位条件制御
（２）システム異常時の弁制御
（３）弁指令渋滞発生時の警報処理
（４）「遮断弁制御モード休止／自動／手動」につ
いて

１－（１）緊急遮断弁の手動制御の考え方
　　　緊急遮断弁の手動制御オペレーションは、緊急遮断弁制御画面で行う。
　　　ON/OFF（急閉）制御は、インターロックは設けない。
　（２）緊急遮断弁自動／手動モードについて
　　　ア　遮断弁モード（自動／手動）に関係なく、ポンプ、弁等のプラント制御は可能とする。
　　　イ　遮断弁モード（自動／手動）に関係なく、緊急遮断弁の急閉操作及び流入弁の開／閉／停止操作は可能とする。

２－（１）弁を自動制御する条件は、水位が操作開始水位以下（LCD設定）であり、かつ水位低下傾向であること。
　 （２）遠方中継装置PLC－現場PLC（三菱殿）間の伝送異常時は、現場手動制御とする。
　　　　但し、ポンプ－仏向配水池間のEthernet伝送異常（有線・無線）時は、緊急遮断弁の自動制御は継続する。
　（３）緊急遮断弁制御タイムアウト発生時の処理内容は下記とする。
　　　ア　指令渋滞を遠方中継装置PLCで検知し、菅田ポンプ場へ送信する。
　　　イ　検知方法は「緊急遮断弁急閉」送信後、一定時間経過（内部固定）しても「緊急遮断弁全閉」を確認出来ない場合とす
る。
　　　ウ　緊急遮断弁画面で当該シンボルをフリッカ（重故障）表示する。
　（４）休止／自動／手動の設定機能は、下記の仕様とする
　　　ア　休止設定：「水位設定」「異常流量条件」ともに無効設定とした場合
　　　イ　自動設定：遮断弁モード自動選択かつ休止設定のいずれかが有効の場合
　　　ウ　手動設定：遮断弁モード手動選択かつ休止設定のいずれかが有効の場合
　　　※ 休止設定、手動設定とも緊急遮断弁プログラムは無効となる。
　　　エ　【制御除外条件チェック】制御除外条件をチェックし、条件が成立した場合、自動制御から除外する。
　　　オ【一時停処理】西谷浄水場LCDから「一時停止」操作により、自動制御処理を一時的に停止させるまた、「解除」操作によ
り自動制御処理を再開する。
　　　カ　【強制終了処理】西谷浄水場LCDから「強制終了」操作により、自動制御処理及び一時停止処理を終了する。

流入弁１
緊急遮断弁１～２

１　ポンプ台数制御
２　ポンプ吐出圧制御

１　ポンプ台数制御
　　ローテーションモード
　　先発器固定モード
２　ポンプ回転数の増減により吐出圧力を制御する。
　　推定末端圧制御
　　吐出圧力一定制御

１～５号ポンプ

PLC切替 PLCのA系、B系を切替える。 制御PLC
監視PLC

9 場外監視操作装置
（鶴見ポンプ場）

SVR-2 計算機室 １　受電自動切替制御
２　受電半自動制御
３　受電手動切替制御

１　鶴見ポンプ場の停電検出にて、鶴見ポンプ場シーケンサ（島津殿）で常用→予備、予備→常用の切替及び１号～６号ポンプ制
御を強制手動とし、停止→運転の連動制御を行う。
２　受電切替操作により、鶴見ポンプ場シーケンサ（島津殿）で常用→予備、予備→常用の切替及び１号～６号ポンプ制御を強制
手動とし、停止→運転の連動制御を行う。
３　制御概要
（１）切替操作によりLCD及び音声によって、切替ガイダンスを出力する。
（２）ガイダンスに従って、手動による機器操作で受電切替を行う。
（３）受電切替を途中で中止する場合は、”切替中止”操作を行う。

受電常用遮断器（５２Ｒ１）
受電予備遮断器（５２Ｒ２）
１～６号ポンプ

ポンプ制御 鶴見ポンプ場の総流出量に応じて台数制御を行うモード。 １～６号ポンプ

自動制御 LCDにて自動モード選択し、SETにて流量目標値を設定することにより島津殿コントローラからの自動運転指令により、流量一定制
御を行う。

環状幹線流入主弁
鶴見幹線流入主弁

開度操作 手動、現場⇔遠方で開／閉／停止の操作を行う 環状幹線流入弁１～３
鶴見幹線流入弁１～３
流出弁１～３
バイパス弁
岸谷線調節弁
鶴見西高区線調節弁

手動急閉操作 流入緊急遮断弁は、緊急遮断弁自動プログラム対象ではない。
手動急閉操作のみとする。

流入緊急遮断弁

計算機室8 場外監視操作装置
（菅田ポンプ場）

SVR-2
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別紙35　監視制御設備制御機能一覧表（既設）【参考】

No 機器名称 機器No 設置場所 制御項目 制御概要 制御対象機器 備考
9 場外監視操作装置

（鶴見ポンプ場）
SVR-2 計算機室 １　緊急遮断弁の手動制御

（１）緊急遮断弁の手動制御の考え方
（２）緊急遮断弁自動／手動モードについて

２　緊急遮断弁自動制御プログラムによる
（１）水位条件制御
（２）システム異常時の弁制御
（３）弁指令渋滞発生時の警報処理
（４）「遮断弁制御モード休止／自動／手動」につ
いて

１－（１）緊急遮断弁の手動制御の考え方
　　　緊急遮断弁の手動制御オペレーションは、緊急遮断弁制御画面で行う。
　　　ON/OFF（急閉）制御は、インターロックは設けない。
　（２）緊急遮断弁自動／手動モードについて
　　　ア　遮断弁モード（自動／手動）に関係なく、ポンプ、弁等のプラント制御は可能とする。
　　　イ　遮断弁モード（自動／手動）に関係なく、緊急遮断弁の急閉操作及び流入弁の開／閉／停止操作は可能とする。

２－（１）弁を自動制御する条件は、水位が操作開始水位以下（LCD設定）であり、かつ水位低下傾向であること。
　 （２）遠方中継装置PLC－現場PLC（島津殿）間のFL-net伝送異常時は、現場手動制御とする。
　　　但し、西谷浄水場～ポンプ場間のEthernet伝送異常（有線・無線）時は、緊急遮断弁の自動制御は継続する。
　（３）緊急遮断弁制御タイムアウト発生時の処理内容は下記とする。
　　　ア　指令渋滞を遠方中継装置PLCで検知し、西谷浄水場へ送信する。
　　　イ　検知方法は「緊急遮断弁急閉」送信後、一定時間経過（内部固定）しても「緊急遮断弁全閉」を確認出来ない場合とす
る。
　　　ウ　緊急遮断弁画面で当該シンボルをフリッカ（重故障）表示する。
　（４）休止／自動／手動の設定機能は、下記の仕様とする
　　　ア　休止設定：「水位設定」「異常流量条件」ともに無効設定とした場合
　　　イ　自動設定：遮断弁モード自動選択かつ休止設定のいずれかが有効の場合
　　　ウ　手動設定：遮断弁モード手動選択かつ休止設定のいずれかが有効の場合
　　　※ 休止設定、手動設定とも緊急遮断弁プログラムは無効となる。
　　　エ　【制御除外条件チェック】制御除外条件をチェックし、条件が成立した場合、自動制御から除外する。
　　　オ【一時停処理】西谷浄水場LCDから「一時停止」操作により、自動制御処理を一時的に停止させるまた、「解除」操作によ
り自動制御処理を再開する。
　　　カ　【強制終了処理】西谷浄水場LCDから「強制終了」操作により、自動制御処理及び一時停止処理を終了する。

環状幹線流入弁１
流出緊急遮断弁１～３

PLC切替 PLCのA系、B系を切替える。 制御PLC
監視PLC

１　自動制御（注入率一定）
２　自動制御（目標残塩）

１　設定した注入率に従い、自動で注入制御を行う。
２　設定した目標残塩値となるよう、注入制御を行う。

塩素補給設備（1～３号注入ポンプ）

出口弁選択 出口弁選択を行う。 塩素補給設備（塩素補給１～２号出口弁）

１　受電自動切替制御
２　受電半自動制御
３　受電手動切替制御

１　牛久保ポンプ場の停電検出にて、牛久保ポンプ場シーケンサ（正興殿）で常用→予備、予備→常用の切替及びポンプ制御を強
制手動とし、停止→運転の連動制御を行う。
２　受電切替操作により、牛久保ポンプ場シーケンサ（正興殿）で常用→予備、予備→常用の切替及びポンプ制御を強制手動と
し、停止→運転の連動制御を行う。
３　制御概要
（１）切替操作によりLCD及び音声によって、切替ガイダンスを出力する。
（２）ガイダンスに従って、手動による機器操作で受電切替を行う。
（３）受電切替を途中で中止する場合は、”切替中止”操作を行う。

受電常用遮断器（５２Ｒ１）
受電予備遮断器（５２Ｒ２）

ポンプ制御 牛久保ポンプ場で自動的にポンプ吐出圧力制御及びポンプ台数制御を行うモード。 １～４号ポンプ

１　固定流量制御
２　任意流量制御

１　LCDにて流入量設定を行い、牛久保ポンプ場で流入量制御を行うモード。
２　水運用計画値の流入量設定に従い、牛久保ポンプ場で流入量制御を行うモード。

流入調節弁

自動バイパス制御 牛久保ポンプ場で、受電状態による自動開閉制御を行うモード。 高区系バイパス弁

手動急閉操作 流入緊急遮断弁は、緊急遮断弁自動プログラム対象ではない。
手動急閉操作のみとする。

流入緊急遮断弁

開度操作 手動、現場⇔遠方で開／閉／停止の操作を行う 高区系調節弁

１　緊急遮断弁の手動制御
（１）緊急遮断弁の手動制御の考え方
（２）緊急遮断弁自動／手動モードについて

２　緊急遮断弁自動制御プログラムによる
（１）水位条件制御
（２）システム異常時の弁制御
（３）弁指令渋滞発生時の警報処理
（４）「遮断弁制御モード休止／自動／手動」につ
いて

１－（１）緊急遮断弁の手動制御の考え方
　　　緊急遮断弁の手動制御オペレーションは、緊急遮断弁制御画面で行う。
　（２）緊急遮断弁自動／手動モードについて
　　　ア　遮断弁モード（自動／手動）に関係なく、ポンプ、弁等のプラント制御は可能とする。
　　　イ　遮断弁モード（自動／手動）に関係なく緊急遮断弁の急閉操作及び流入弁の開／閉／停止操作は可能とする。但し、緊
急遮断弁自動制御プログラムが休止モードの場合は、緊急遮断弁の急閉操作は不可能とする。

２－（１）弁を自動制御する条件は、水位が操作開始水位以下（LCD設定）であり、かつ水位低下傾向であること。
　 （２）遠方中継装置PLC－現場PLC（正興殿）間の伝送異常時は、現場手動制御とする。
　　　但し、ポンプ－西谷浄水場間のEthernet伝送異常（有線・無線）時は、緊急遮断弁の自動制御は継続する。
　（３）緊急遮断弁制御タイムアウト発生時の処理内容は下記とする。
　　　ア　指令渋滞を遠方中継装置PLCで検知し、西谷浄水場へ送信する。
　　　イ　検知方法は「緊急遮断弁急閉」送信後、一定時間経過（内部固定）しても「緊急遮断弁全閉」を確認出来ない場合とす
る。
　　　ウ　緊急遮断弁画面で当該シンボルをフリッカ（重故障）表示する。
　（４）休止／自動／手動の設定機能は、下記の仕様とする
　　　ア　休止設定：「水位設定」「異常流量条件」ともに無効設定とした場合
　　　イ　自動設定：遮断弁モード自動選択かつ休止設定のいずれかが有効の場合
　　　ウ　手動設定：遮断弁モード手動選択かつ休止設定のいずれかが有効の場合
　　　※ 休止設定、手動設定とも緊急遮断弁プログラムは無効となる。
　　　エ　【制御除外条件チェック】制御除外条件をチェックし、条件が成立した場合、自動制御から除外する。
　　　オ【一時停処理】西谷浄水場LCDから「一時停止」操作により、自動制御処理を一時的に停止させるまた、「解除」操作によ
り自動制御処理を再開する。
　　　カ　【強制終了処理】西谷浄水場LCDから「強制終了」操作により、自動制御処理及び一時停止処理を終了する。

流入弁１
流出緊急遮断弁１～２

１　自動制御（注入率一定）
２　自動制御（目標残塩）

１　設定した注入率に従い、自動で注入制御を行う。
２　設定した目標残塩値となるよう、注入制御を行う。

塩素補給設備（1～２号注入ポンプ）

出口弁選択 出口弁選択を行う。 塩素補給設備（塩素補給１～２号出口弁）

11 場外監視操作装置
（仏向ポンプ場）

SVR-2 計算機室 受電手動切替制御 制御概要
（１）切替操作によりLCD及び音声によって、切替ガイダンスを出力する。
（２）ガイダンスに従って、手動による機器操作で受電切替を行う。
（３）受電切替を途中で中止する場合は、”切替中止”操作を行う。

受電(常用)遮断器（５２Ｒ１）
受電(予備)遮断器（５２Ｒ２）

１　自家発切替全自動制御
２　自家発切替半自動制御

１　受電両系停電を検出し、自動にて自家発電設備を運転し自家発系統に切替える。自家発系統から商用（常用・予備）系統への
自動での戻しは行わない。（自家発全自動モード時は、配水ポンプ１台運転までとする）
２　任意の切替操作により自家発系統から受電系統（常用線、予備線）に切替える。

自家発電設備

ポンプ制御 現場シーケンスコントローラにより、自動的にポンプ吐出圧力制御及び配水ポンプ台数制御を行うモード。 １～５号ポンプ

計算機室

(6/10)

10 場外監視操作装置
（牛久保ポンプ場）
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別紙35　監視制御設備制御機能一覧表（既設）【参考】

No 機器名称 機器No 設置場所 制御項目 制御概要 制御対象機器 備考
11 場外監視操作装置

（仏向ポンプ場）
SVR-2 計算機室 １　緊急遮断弁の手動制御

（１）緊急遮断弁の手動制御の考え方
（２）緊急遮断弁自動／手動モードについて

２　緊急遮断弁自動制御プログラムによる
（１）水位条件制御
（２）システム異常時の弁制御
（３）弁指令渋滞発生時の警報処理
（４）「遮断弁制御モード休止／自動／手動」につ
いて

１－（１）緊急遮断弁の手動制御の考え方
　　　緊急遮断弁の手動制御オペレーションは、緊急遮断弁制御画面で行う。
　　　ON/OFF（急閉）制御は、インターロックは設けない。
　（２）緊急遮断弁自動／手動モードについて
　　　ア　遮断弁モード（自動／手動）に関係なく、ポンプ、弁等のプラント制御は可能とする。
　　　イ　遮断弁モード（自動／手動）に関係なく、緊急遮断弁の急閉操作及び流入弁の開／閉／停止操作は可能とする。

２－（１）弁を自動制御する条件は、水位が操作開始水位以下（LCD設定）であり、かつ水位低下傾向であること。
　 （２）遠方中継PLC（メタ）－遠方PLC（東芝殿）間の伝送異常時は、制御不可となります。
　　　但し、西谷浄水場～ポンプ場間のEthernet伝送異常（有線・無線）時は、緊急遮断弁の自動制御は継続する。
　（３）緊急遮断弁制御タイムアウト発生時の処理内容は下記とする。
　　　ア　指令渋滞を遠方中継装置PLCで検知し、仏向配水池へ送信する。
　　　イ　検知方法は「緊急遮断弁急閉」送信後、一定時間経過（内部固定）しても「緊急遮断弁全閉」を確認出来ない場合とす
る。
　　　ウ　緊急遮断弁画面で当該シンボルをフリッカ（重故障）表示する。
　（４）休止／自動／手動の設定機能は、下記の仕様とする
　　　ア　休止設定：「水位設定」「異常流量条件」ともに無効設定とした場合
　　　イ　自動設定：遮断弁モード自動選択かつ休止設定のいずれかが有効の場合
　　　ウ　手動設定：遮断弁モード手動選択かつ休止設定のいずれかが有効の場合
　　　※ 休止設定、手動設定とも緊急遮断弁プログラムは無効となる。
　　　エ　【制御除外条件チェック】制御除外条件をチェックし、条件が成立した場合、自動制御から除外する。
　　　オ【一時停処理】西谷浄水場LCDから「一時停止」操作により、自動制御処理を一時的に停止させるまた、「解除」操作によ
り自動制御処理を再開する。
　　　カ　【強制終了処理】西谷浄水場LCDから「強制終了」操作により、自動制御処理及び一時停止処理を終了する。

１号流入弁
１～２号緊急遮断弁

開度操作 手動、現場⇔遠方で開／閉／停止の操作を行う ２号流入弁
調節弁

戻し弁制御 戻し弁の開閉条件は、仏向高区流出量の値を閾値として制御する。
流出量流量計または戻し流量流量計の故障時（欠測時）は、現状維持となる。

戻し弁

１　自動制御（注入率一定）
２　自動制御（目標残塩）

１　設定した注入率に従い、自動で注入制御を行う。
２　設定した目標残塩値となるよう、注入制御を行う。

塩素補給設備（1～２号注入ポンプ）

出口弁選択 出口弁選択を行う。 塩素補給設備（塩素補給１～２号出口弁）

１　受電自動切換制御
２　受電半自動制御
３　受電手動切替制御

１　野毛山ポンプ場の停電検出にて、野毛山ポンプ場シーケンサ（三菱殿）で常用→予備、予備→常用の切換及び１号～４号ポン
プ制御を強制手動とし、停止→運転の連動制御を行う。
２　受電切替操作により、野毛山ポンプ場シーケンサ（三菱殿）で常用→予備、予備→常用の切替及び１号～４号ポンプ制御を強
制手動とし、停止→運転の連動制御を行う。
３　制御概要
（１）切替操作によりLCD及び音声によって、切替ガイダンスを出力する。
（２）ガイダンスに従って、手動による機器操作で受電切替を行う。
（３）受電切替を途中で中止する場合は、”切替中止”操作を行う。

受電常用遮断器（５２Ｒ１）
受電予備遮断器（５２Ｒ２）
１～４号ポンプ

ポンプ制御 自動的に配水ポンプ台数制御を行うモード。 １～４号ポンプ

夜間専用ポンプ制御 なし 夜間専用ポンプ

自動制御 LCDにて自動モード選択し、SETにて流量目標値を設定することにより三菱殿コントローラからの自動運転指令により、流量一定制
御を行う。

野毛山幹線流入主弁
藤棚幹線流入主弁

圧力制御 末端圧調節計による圧力一定制御を行う。 調節弁

戻し弁制御 LCDにて流量設定を行い、弁の制御を行うモード。 戻し弁

開度操作 手動、現場⇔遠方で開／閉／停止の操作を行う。 野毛山幹線流入弁１～２
藤棚幹線流入弁１～２
バイパス弁
流出弁

１　緊急遮断弁の手動制御
（１）緊急遮断弁の手動制御の考え方
（２）緊急遮断弁自動／手動モードについて

２　緊急遮断弁自動制御プログラムによる
（１）水位条件制御
（２）システム異常時の弁制御
（３）弁指令渋滞発生時の警報処理
（４）「遮断弁制御モード休止／自動／手動」につ
いて

１－（１）緊急遮断弁の手動制御の考え方
　　　緊急遮断弁の手動制御オペレーションは、緊急遮断弁制御画面で行う。
　（２）緊急遮断弁自動／手動モードについて
　　　ア　遮断弁モード（自動／手動）に関係なく、ポンプ、弁等のプラント制御は可能とする。
　　　イ　遮断弁モード（自動／手動）に関係なく緊急遮断弁の急閉操作及び流入弁の開／閉／停止操作は可能とする。但し、緊
急遮断弁自動制御プログラムが休止モードの場合は、緊急遮断弁の急閉操作は不可能とする。

２－（１）弁を自動制御する条件は、水位が操作開始水位以下（LCD設定）であり、かつ水位低下傾向であること。
　 （２）遠方中継装置PLC－現場PLC（三菱殿）間の伝送異常時は、現場手動制御とする。
　　　但し、ポンプ－西谷浄水場間のEthernet伝送異常（有線・無線）時は、緊急遮断弁の自動制御は継続する。
　（３）緊急遮断弁制御タイムアウト発生時の処理内容は下記とする。
　　　ア　指令渋滞を遠方中継装置PLCで検知し、西谷浄水場へ送信する。
　　　イ　検知方法は「緊急遮断弁急閉」送信後、一定時間経過（内部固定）しても「緊急遮断弁全閉」を確認出来ない場合とす
る。
　　　ウ　緊急遮断弁画面で当該シンボルをフリッカ（重故障）表示する。
　（４）休止／自動／手動の設定機能は、下記の仕様とする
　　　ア　休止設定：「水位設定」「異常流量条件」ともに無効設定とした場合
　　　イ　自動設定：遮断弁モード自動選択かつ休止設定のいずれかが有効の場合
　　　ウ　手動設定：遮断弁モード手動選択かつ休止設定のいずれかが有効の場合
　　　※ 休止設定、手動設定とも緊急遮断弁プログラムは無効となる。
　　　エ　【制御除外条件チェック】制御除外条件をチェックし、条件が成立した場合、自動制御から除外する。
　　　オ【一時停処理】西谷浄水場LCDから「一時停止」操作により、自動制御処理を一時的に停止させるまた、「解除」操作によ
り自動制御処理を再開する。
　　　カ　【強制終了処理】西谷浄水場LCDから「強制終了」操作により、自動制御処理及び一時停止処理を終了する。

野毛山幹線流入弁１
流出緊急遮断弁１～２

自動制御 残塩，注入率や濃度を設定し自動制御を行うモード。 塩素補給設備（塩素補給注入切替弁（注入弁１～
２）自動制御 運転順序選択を行う。 塩素補給設備（1～３号注入ポンプ）

出口弁選択 出口弁選択を行う。 塩素補給設備（塩素補給１～２号出口弁）

(7/10)

12 場外監視操作装置
（野毛山ポンプ場）

SVR-2 計算機室



別紙35　監視制御設備制御機能一覧表（既設）【参考】

No 機器名称 機器No 設置場所 制御項目 制御概要 制御対象機器 備考
13 場外監視操作装置

（平楽ポンプ場）
SVR-2 計算機室 １　受電自動切替制御

２　受電半自動制御
３　受電手動切替制御

１　平楽ポンプ場の停電検出にて、平楽配水ポンプ場シーケンサ（正興電機殿）で常用→予備、予備→常用の切替及び１号～４号
ポンプ制御を強制手動とし、停止→運転の連動制御を行う。
２　受電切替操作により、平楽配水ポンプ場シーケンサ（正興電機殿）で常用→予備、予備→常用の切替及び１号～４号ポンプ制
御を強制手動とし、停止→運転の連動制御を行う。
３　制御概要
（１）切替操作によりLCD及び音声によって、切替ガイダンスを出力する。
（２）ガイダンスに従って、手動による機器操作で受電切替を行う。
（３）受電切替を途中で中止する場合は、”切替中止”操作を行う。

受電常用遮断器（５２Ｒ１）
受電予備遮断器（５２Ｒ２）
１～４号ポンプ

ポンプ制御 平楽配水ポンプ場で、自動的に推定末端圧力制御及びポンプ台数制御を行うモード。 １～４号ポンプ

自動制御 平楽配水ポンプ場で、配水池水位制御を行うモード。 流入主弁

自動バイパス制御 平楽配水ポンプ場で、受電状態・ポンプ制御による自動開閉制御を行うモード。 バイパス弁

開度操作 手動、現場⇔遠方で開／閉／停止の操作を行う。 流入弁１～２
バイパス弁
流出弁

１　緊急遮断弁の手動制御
（１）緊急遮断弁の手動制御の考え方
（２）緊急遮断弁自動／手動モードについて

２　緊急遮断弁自動制御プログラムによる
（１）水位条件制御
（２）システム異常時の弁制御
（３）弁指令渋滞発生時の警報処理
（４）「遮断弁制御モード休止／自動／手動」につ
いて

１－（１）緊急遮断弁の手動制御の考え方
　　　緊急遮断弁の手動制御オペレーションは、緊急遮断弁制御画面で行う。
　（２）緊急遮断弁自動／手動モードについて
　　　ア　遮断弁モード（自動／手動）に関係なく、ポンプ、弁等のプラント制御は可能とする。
　　　イ　遮断弁モード（自動／手動）に関係なく緊急遮断弁の急閉操作及び流入弁の開／閉／停止操作は可能とする。但し、緊
急遮断弁自動制御プログラムが休止モードの場合は、緊急遮断弁の急閉操作は不可能とする。

２－（１）弁を自動制御する条件は、水位が操作開始水位以下（LCD設定）であり、かつ水位低下傾向であること。
　 （２）遠方中継装置PLC－現場PLC（正興殿）間の伝送異常時は、現場手動制御とする。
　　　但し、ポンプ－西谷浄水場間のEthernet伝送異常（有線・無線）時は、緊急遮断弁の自動制御は継続する。
　（３）緊急遮断弁制御タイムアウト発生時の処理内容は下記とする。
　　　ア　指令渋滞を遠方中継装置PLCで検知し、西谷浄水場へ送信する。
　　　イ　検知方法は「緊急遮断弁急閉」送信後、一定時間経過（内部固定）しても「緊急遮断弁全閉」を確認出来ない場合とす
る。
　　　ウ　緊急遮断弁画面で当該シンボルをフリッカ（重故障）表示する。
　（４）休止／自動／手動の設定機能は、下記の仕様とする
　　　ア　休止設定：「水位設定」「異常流量条件」ともに無効設定とした場合
　　　イ　自動設定：遮断弁モード自動選択かつ休止設定のいずれかが有効の場合
　　　ウ　手動設定：遮断弁モード手動選択かつ休止設定のいずれかが有効の場合
　　　※ 休止設定、手動設定とも緊急遮断弁プログラムは無効となる。
　　　エ　【制御除外条件チェック】制御除外条件をチェックし、条件が成立した場合、自動制御から除外する。
　　　オ【一時停処理】西谷浄水場LCDから「一時停止」操作により、自動制御処理を一時的に停止させるまた、「解除」操作によ
り自動制御処理を再開する。
　　　カ　【強制終了処理】西谷浄水場LCDから「強制終了」操作により、自動制御処理及び一時停止処理を終了する。

流入弁１
緊急遮断弁１～２

PLC切替 PLCのA系、B系を切替える。 制御PLC
監視PLC

１　自動制御（注入率一定）
２　自動制御（目標残塩）

１　設定した注入率に従い、自動で注入制御を行う。
２　設定した目標残塩値となるよう、注入制御を行う。

塩素補給設備（1～２号注入ポンプ）

出口弁選択 出口弁選択を行う。 塩素補給設備（塩素補給１～２号出口弁）
１　受電切替全自動制御
２　受電切替半自動制御

１　受電中の回線で停電が発生した場合にもう一方の回線が正常であれば、自動で回線切替を行う。
２　西谷浄水場にて常用→予備、予備→常用の切替を行い、切替開始指令により制御を行う。

受電常用遮断器（５２Ｒ１）
受電予備遮断器（５２Ｒ２）
１～３号送水ポンプ

ポンプ制御 現場シーケンスコントローラにより、自動的にポンプ吐出圧力制御及び配水ポンプ台数制御を行うモード。 １～３号送水ポンプ

流量制御 調節計による流出量制御を行う。 調節弁

１　自動制御（注入率一定）
２　自動制御（目標残塩）

１　設定した注入率に従い、自動で注入制御を行う。
２　設定した目標残塩値となるよう、注入制御を行う。

塩素補給設備（1～２号注入ポンプ）

出口弁選択 出口弁選択を行う。 塩素補給設備（塩素補給１～２号出口弁）
15 場外監視操作装置

（磯子配水ポンプ場）
SVR-2 計算機室 １　受電切替全自動制御

２　受電切替半自動制御
１　受電中の回線で停電が発生した場合にもう一方の回線が正常であれば、自動で回線切替を行う。
２　西谷浄水場または計装・自動制御盤より常用→予備、予備→常用受電の切替を操作スイッチにより任意に行う。

受電常用遮断器（５２Ｒ１）
受電予備遮断器（５２Ｒ２）
１～５号ポンプ

ポンプ制御 現場シーケンスコントローラにより、自動的にポンプ吐出圧力制御及び配水ポンプ台数制御を行うモード。 １～５号ポンプ
自動制御 LCDにて自動モード選択し、SETにて流量目標値を設定することにより三菱殿コントローラからの自動運転指令により、流量一定制

御を行う。
野毛山幹線流入主弁
藤棚幹線流入主弁

開度操作 手動、現場⇔遠方で開／閉／停止の操作を行う。 流入主弁
流入弁１～２
バイパス弁
戻し弁
調節弁

(8/10)

14 場外監視操作装置
（磯子送水ポンプ場）

SVR-2 計算機室



別紙35　監視制御設備制御機能一覧表（既設）【参考】

No 機器名称 機器No 設置場所 制御項目 制御概要 制御対象機器 備考
15 場外監視操作装置

（磯子配水ポンプ場）
SVR-2 計算機室 １　緊急遮断弁の手動制御

（１）緊急遮断弁の手動制御の考え方
（２）緊急遮断弁自動／手動モードについて

２　緊急遮断弁自動制御プログラムによる
（１）水位条件制御
（２）システム異常時の弁制御
（３）弁指令渋滞発生時の警報処理
（４）「遮断弁制御モード休止／自動／手動」につ
いて

１－（１）緊急遮断弁の手動制御の考え方
　　　緊急遮断弁の手動制御オペレーションは、緊急遮断弁制御画面で行う。
　（２）緊急遮断弁自動／手動モードについて
　　　ア　遮断弁モード（自動／手動）に関係なく、ポンプ、弁等のプラント制御は可能とする。
　　　イ　遮断弁モード（自動／手動）に関係なく緊急遮断弁の急閉操作及び流入弁の開／閉／停止操作は可能とする。但し、緊
急遮断弁自動制御プログラムが休止モードの場合は、緊急遮断弁の急閉操作は不可能とする。

２－（１）弁を自動制御する条件は、水位が操作開始水位以下（LCD設定）であり、かつ水位低下傾向であること。
　 （２）遠方中継装置PLC－現場PLC（東芝殿）間の伝送異常時は、現場手動制御とする。
　　　但し、ポンプ－西谷浄水場間のEthernet伝送異常（有線・無線）時は、緊急遮断弁の自動制御は継続する。
　（３）緊急遮断弁制御タイムアウト発生時の処理内容は下記とする。
　　　ア　指令渋滞を遠方中継装置PLCで検知し、磯子ポンプ場へ送信する。
　　　イ　検知方法は「緊急遮断弁急閉」送信後、一定時間経過（内部固定）しても「緊急遮断弁全閉」を確認出来ない場合とす
る。
　　　ウ　緊急遮断弁画面で当該シンボルをフリッカ（重故障）表示する。
　（４）休止／自動／手動の設定機能は、下記の仕様とする
　　　ア　休止設定：「水位設定」「異常流量条件」ともに無効設定とした場合
　　　イ　自動設定：遮断弁モード自動選択かつ休止設定のいずれかが有効の場合
　　　ウ　手動設定：遮断弁モード手動選択かつ休止設定のいずれかが有効の場合
　　　※ 休止設定、手動設定とも緊急遮断弁プログラムは無効となる。
　　　エ　【制御除外条件チェック】制御除外条件をチェックし、条件が成立した場合、自動制御から除外する。
　　　オ【一時停処理】西谷浄水場LCDから「一時停止」操作により、自動制御処理を一時的に停止させるまた、「解除」操作によ
り自動制御処理を再開する。
　　　カ　【強制終了処理】西谷浄水場LCDから「強制終了」操作により、自動制御処理及び一時停止処理を終了する。

流入弁１
流出緊急遮断弁１～２

PLC切替 PLCのA系、B系を切替える。 制御PLC
監視PLC

ポンプ制御 汐見台高区配水流量による自動的に配水ポンプ台数制御を行うモード。 １～３号ポンプ
自動流入制御 自動モード時は、設定した配水池水位で流入調節弁を開閉させる。 流入調節弁
自動バイパス制御 自動モード時、停電が発生した場合は、

調節弁→閉
バイパス弁→開
とし、バイパス配水を行う。

バイパス弁

自動戻し弁制御 自動モード時、バイパス配水中に
・高区流量警報設定器Ｍ１動作→戻し弁開
・高区流量警報設定器Ｍ２動作→戻し弁閉
高区吐出圧力警報設定器Ｍ動作の制御を行う

戻し弁

17 場外監視操作装置
（今井ポンプ場）

SVR-2 計算機室 １　受電自動切替制御
２　受電半自動制御
３　受電手動切替制御

１　今井ポンプ場の停電検出にて、今井ポンプ場シーケンサ（三菱殿）で常用→予備、予備→常用の切替及びポンプ制御を強制手
動とし、停止→運転の連動制御を行う。
２　受電切替操作により、今井ポンプ場シーケンサ（三菱殿）で常用→予備、予備→常用の切替及びポンプ制御を強制手動とし、
停止→運転の連動制御を行う。
３　制御概要
（１）切替操作によりLCD及び音声によって、切替ガイダンスを出力する。
（２）ガイダンスに従って、手動による機器操作で受電切替を行う。
（３）受電切替を途中で中止する場合は、”切替中止”操作を行う。

受電常用遮断器（５２Ｒ１）
受電予備遮断器（５２Ｒ２）
母線連絡遮断器（５２Ｂ）
１～５号ポンプ

受変電一括自動制御 今井ポンプ場の停電検出にて、三菱殿コントローラにて商用→電源装置、電源装置→商用の自動切替制御を行う。 受電常用遮断器（５２Ｒ１）
受電予備遮断器（５２Ｒ２）
母線連絡遮断器（５２Ｂ）

自家発制御 自家発切替、自家発⇒商用切替制御を行うモード。 自家発連絡遮断器（５２ＧＢ）

ポンプ制御 今井ポンプ場で台数制御を行うモード。 １～５号ポンプ

自動流量制御 LCDにて自動モード選択し、SETにて流量目標値を設定することにより三菱殿コントローラからの自動運転指令により、流量一定制
御を行う

流入調節弁

自動流入バイパス制御 今井ポンプ場で、台数制御器によるバイパス弁及びバイパス子弁の制御を行うモード。 流入バイパス弁

末端圧力制御 自動にて自動制御を行うモード。 高区調節弁

戻し流量制御 今井ポンプ場で、戻し流量制御を行うモード。 戻し弁

自動バイパス制御 今井ポンプ場で、台数制御器によるバイパス弁及びバイパス子弁の制御を行うモード。 バイパス弁（高区副弁）

流入流量振分制御 LCDにて、操作を行う。 小水力発電機

１　緊急遮断弁の手動制御
（１）緊急遮断弁の手動制御の考え方
（２）緊急遮断弁自動／手動モードについて

２　緊急遮断弁自動制御プログラムによる
（１）水位条件制御
（２）システム異常時の弁制御
（３）弁指令渋滞発生時の警報処理
（４）「遮断弁制御モード休止／自動／手動」につ
いて

１－（１）緊急遮断弁の手動制御の考え方
　　　緊急遮断弁の手動制御オペレーションは、緊急遮断弁制御画面で行う。
　（２）緊急遮断弁自動／手動モードについて
　　　ア　遮断弁モード（自動／手動）に関係なく、ポンプ、弁等のプラント制御は可能とする。
　　　イ　遮断弁モード（自動／手動）に関係なく緊急遮断弁の急閉操作及び流入弁の開／閉／停止操作は可能とする。但し、緊
急遮断弁自動制御プログラムが休止モードの場合は、緊急遮断弁の急閉操作は不可能とする。

２－（１）弁を自動制御する条件は、水位が操作開始水位以下（LCD設定）であり、かつ水位低下傾向であること。
　 （２）遠方中継装置PLC－現場PLC（三菱殿）間の伝送異常時は、現場手動制御とする。
　　　但し、ポンプ－西谷浄水場間のEthernet伝送異常（有線・無線）時は、緊急遮断弁の自動制御は継続する。
　（３）緊急遮断弁制御タイムアウト発生時の処理内容は下記とする。
　　　ア　指令渋滞を遠方中継装置PLCで検知し、西谷浄水場へ送信する。
　　　イ　検知方法は「緊急遮断弁急閉」送信後、一定時間経過（内部固定）しても「緊急遮断弁全閉」を確認出来ない場合とす
る。
　　　ウ　緊急遮断弁画面で当該シンボルをフリッカ（重故障）表示する。
　（４）休止／自動／手動の設定機能は、下記の仕様とする
　　　ア　休止設定：「水位設定」「異常流量条件」ともに無効設定とした場合
　　　イ　自動設定：遮断弁モード自動選択かつ休止設定のいずれかが有効の場合
　　　ウ　手動設定：遮断弁モード手動選択かつ休止設定のいずれかが有効の場合
　　　※ 休止設定、手動設定とも緊急遮断弁プログラムは無効となる。
　　　エ　【制御除外条件チェック】制御除外条件をチェックし、条件が成立した場合、自動制御から除外する。
　　　オ【一時停処理】西谷浄水場LCDから「一時停止」操作により、自動制御処理を一時的に停止させるまた、「解除」操作によ
り自動制御処理を再開する。
　　　カ　【強制終了処理】西谷浄水場LCDから「強制終了」操作により、自動制御処理及び一時停止処理を終了する。

流入弁１
緊急遮断弁１～２

16 場外監視操作装置
（汐見台ポンプ場）

SVR-2 計算機室
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別紙35　監視制御設備制御機能一覧表（既設）【参考】

No 機器名称 機器No 設置場所 制御項目 制御概要 制御対象機器 備考
17 場外監視操作装置

（今井ポンプ場）
SVR-2 計算機室 １　自動制御（注入率一定）

２　自動制御（目標残塩）
１　設定した注入率に従い、自動で注入制御を行う。
２　設定した目標残塩値となるよう、注入制御を行う。

塩素補給設備（1～２号注入ポンプ）

開度操作 手動、現場⇔遠方で開／閉／停止の操作を行う。 流入弁１～２
流入バイパス弁
流入調節弁
高区調節弁
戻し弁
バイパス弁（高区副弁）

18 場外監視操作装置
（鶴ケ峰ポンプ場）

SVR-2 計算機室 １　受変電一括全自動制御
２　受変電一括半自動制御

１　鶴ケ峰配水ポンプ場の停電検出にて、日立殿コントローラにて常用→予備、予備→常用の自動切替制御を行う。
２　鶴ケ峰配水ポンプ場の停電検出にて、日立殿コントローラにて、常用→予備、予備→常用の自動切替を、LCDからの「開始」操
作にて制御を行う。

受電遮断器常用(52PR1)
受電遮断器予備(52PR2)

ポンプ制御 自動的にポンプ吐出圧力制御及び取水ポンプ台数制御を行うモード。 １～４号配水ポンプ

自動流量制御 LCDにて自動モード選択し、SETにて流量目標値を設定することにより日立殿コントローラからの自動運転指令により、流量一定制
御を行う。

小雀系流入調節弁
鶴ケ峰幹線流入弁

１　緊急遮断弁の手動制御
（１）緊急遮断弁の手動制御の考え方
（２）緊急遮断弁自動／手動モードについて

２　緊急遮断弁自動制御プログラムによる
（１）水位条件制御
（２）システム異常時の弁制御
（３）弁指令渋滞発生時の警報処理
（４）「遮断弁制御モード休止／自動／手動」につ
いて

１－（１）緊急遮断弁の手動制御の考え方
　　　緊急遮断弁の手動制御オペレーションは、緊急遮断弁制御画面で行う。
　　　　ON/OFF（急閉）制御は、インターロックは設けない。
　（２）緊急遮断弁自動／手動モードについて
　　　ア　遮断弁モード（自動／手動）に関係なく、ポンプ、弁等のプラント制御は可能とする。
　　　イ　遮断弁モード（自動／手動）に関係なく緊急遮断弁の急閉操作及び流入弁の開／閉／停止操作は可能とする。但し、緊
急遮断弁自動制御プログラムが休止モードの場合は、緊急遮断弁の急閉操作は不可能とする。

２－（１）弁を自動制御する条件は、水位が操作開始水位以下（LCD設定）であり、かつ水位低下傾向であること。
　 （２）遠方中継装置PLC－現場PLC（日立殿）間の伝送異常時は、現場手動制御とする。
　　　但し、ポンプ－西谷浄水場間のEthernet伝送異常（有線・無線）時は、緊急遮断弁の自動制御は継続する。
　（３）緊急遮断弁制御タイムアウト発生時の処理内容は下記とする。
　　　ア　指令渋滞を遠方中継装置PLCで検知し、鶴ケ峰配水ポンプ場へ送信する。
　　　イ　検知方法は「緊急遮断弁急閉」送信後、一定時間経過（内部固定）しても「緊急遮断弁全閉」を確認出来ない場合とす
る。
　　　ウ　緊急遮断弁画面で当該シンボルをフリッカ（重故障）表示する。
　（４）休止／自動／手動の設定機能は、下記の仕様とする
　　　ア　休止設定：「水位設定」「異常流量条件」ともに無効設定とした場合
　　　イ　自動設定：遮断弁モード自動選択かつ休止設定のいずれかが有効の場合
　　　ウ　手動設定：遮断弁モード手動選択かつ休止設定のいずれかが有効の場合
　　　※ 休止設定、手動設定とも緊急遮断弁プログラムは無効となる。
　　　エ　【制御除外条件チェック】制御除外条件をチェックし、条件が成立した場合、自動制御から除外する。
　　　オ【一時停処理】西谷浄水場LCDから「一時停止」操作により、自動制御処理を一時的に停止させるまた、「解除」操作によ
り自動制御処理を再開する。
　　　カ　【強制終了処理】西谷浄水場LCDから「強制終了」操作により、自動制御処理及び一時停止処理を終了する。

流入弁１
１号配水池緊急遮断扉１～４
２号配水池緊急遮断扉１～２

自動運転制御 LCDにて自動モード選択にて、日立殿コントローラからの自動運転指令により、制御対象機器が自動運転制御（切出し量一定制御及
び台数制御）を行う。

１～４号減速機
１～４号撹拌機
１－１～４－２号計量機
１～４号給水電磁弁

溶解水量調節制御 活性炭切出し量に従って、自動制御を行う。 溶解水量調節弁

注入配管洗浄制御 活性炭注入量に従って、自動制御を行う。 注入配管洗浄用電磁弁

活性炭受槽撹拌機制御 活性炭受槽水位水位に従って、自動制御を行う。 活性炭受槽撹拌機

活性炭注入制御 注入量設定に従い制御を行うモード。 活性炭注入ポンプ１～２号

１　自動制御（注入率一定）
２　自動制御（目標残塩）

１　設定した注入率に従い、自動で注入制御を行う。
２　設定した目標残塩値となるよう、注入制御を行う。

塩素補給設備（1～３号注入ポンプ）

出口弁選択 出口弁選択を行う。 塩素補給設備（塩素補給１～２号出口弁）
１　送水ポンプ二次
（１）流量
（２）水位
２　配水ポンプ二次
（１）流量
（２）水位

１　送水ポンプ二次
（１）LCDにて流量設定を行い、弁の制御を行うモード。
（２）LCDにて水位設定を行い、弁の制御を行うモード。
２　配水ポンプ二次
（１）LCDにて流量設定を行い、弁の制御を行うモード。
（２）LCDにて水位設定を行い、弁の制御を行うモード。

２号配水池流入調節弁

運転号機選択 自動的で送水ポンプの制御を行うモード。 １～２号送水ポンプ
バイパス制御 LCDの送水ポンプ用ＯＰＥにて、２号配水池バイパス弁の操作を行うモード。 ２号配水池バイパス弁
開度操作 手動、現場⇔遠方で開／閉／停止の操作を行う。 高区電動弁

１号配水池流入弁１～２
２号配水池流入弁１～２
鶴ケ峰幹線１号各池弁

19 場外監視操作装置
（上流施設川井）

SVR-2 計算機室 制御なし

送水ポンプ設備一括自動制御 24hタイマ、及びPLCによりポンプの自動制御を行う。（中央からの操作は無し） １～２号ポンプ

排水ポンプ自動制御 排水槽内電極により自動制御を行う。（中央からの操作は無し） 排水ポンプ
21 場外監視操作装置

（竹山高区配水槽）
SVR-2 計算機室 流入弁設備一括自動制御 水位計×２（切替後）の警報設定器又はフリクトレベルスイッチにより、流入弁の開閉を行う。（中央からの操作は無し） 流入弁

22 場外監視操作装置
（港南流調弁）

SVR-2 計算機室 流量調節弁自動制御 西谷圧力，小雀圧力により流調弁開度制御を行う。 流量調節弁

(10/10)

20 場外監視操作装置
（綱島台ポンプ場）

SVR-2 計算機室



別紙36　排水処理施設に関する信号項目表【参考】

No. ※１ 計算機の制御・監視項目 ※２ 機器 ※５、６ 制御・監視（計算機） 異常時の対応 ※７ 備考

1 No.１排水池流入弁　全開、全閉 既設 事業者（排水処理計算機） 排水処理事業者

2 No.１排水池水位 既設 事業者（排水処理計算機） 排水処理事業者

3 No.２排水池流入弁　全開、全閉 既設 事業者（排水処理計算機） 排水処理事業者

4 No.２排水池水位 既設 事業者（排水処理計算機） 排水処理事業者

5 No.３排水池流入弁　全開、全閉 既設 事業者（排水処理計算機） 排水処理事業者

6 No.３排水池水位 既設 事業者（排水処理計算機） 排水処理事業者

7 （仮称）排水池（増設）流入弁　全開、全閉 新設 事業者（排水処理計算機） 排水処理事業者

8 （仮称）排水池（増設）水位 新設 事業者（排水処理計算機） 排水処理事業者

9 No.１排泥池水位 既設 事業者（排水処理計算機） 排水処理事業者

10 No.２排泥池水位 既設 事業者（排水処理計算機） 排水処理事業者

11 No.１返送ポンプ　運転、停止 既設 事業者（排水処理計算機） 排水処理事業者

12 No.２返送ポンプ　運転、停止 既設 事業者（排水処理計算機） 排水処理事業者

13 No.３返送ポンプ　運転、停止 既設 事業者（排水処理計算機） 排水処理事業者

14 No.４返送ポンプ　運転、停止 既設 事業者（排水処理計算機） 排水処理事業者

15 返送水流量 既設 事業者（排水処理計算機） 排水処理事業者

16 （仮称）返送管責任分界バルブ ※３　全開、全閉 新設 事業者（排水処理計算機） 排水処理事業者
排水処理施設側の返送池～浄水処理施設側の着水井間で、事業
者と水道局の責任分界点となるバルブのことをいう。

17 （仮称）返送管着水井バルブ ※３　全開、全閉 将来 水道局（浄水処理計算機） 水道局
返送水が着水井に流入する手前（返送管側）に設置するバルブ
のことをいう。

18 （仮称）排水池流入管バルブ ※３　全開、全閉 新設 事業者（排水処理計算機） 排水処理事業者
排水処理施設側の排水トンネル出口～排水池流入管までの間
で、事業者と水道局の責任分界点となるバルブのことをいう。

19 放流水pH 既設 事業者（排水処理計算機） 排水処理事業者

20 放流水濁度 既設 事業者（排水処理計算機） 排水処理事業者

21 放流水ＳＳ濁度 既設 事業者（排水処理計算機） 排水処理事業者

22 放流水ＵＶ値 既設 事業者（排水処理計算機） 排水処理事業者

23 放流水ＣＯＤ濃度 既設 事業者（排水処理計算機） 排水処理事業者

24 放流水全燐濃度 既設 事業者（排水処理計算機） 排水処理事業者

25 放流水全窒素濃度 既設 事業者（排水処理計算機） 排水処理事業者

26 放流水流量 既設 事業者（排水処理計算機） 排水処理事業者

27 ポリマー注入量 ※４ 既設 事業者（排水処理計算機） 排水処理事業者

28 着水流量 既設 水道局（浄水処理計算機） 水道局

29 原水濁度 既設 水道局（浄水処理計算機） 水道局

30 処理水濁度 既設 水道局（浄水処理計算機） 水道局

31 硫酸注入量 既設 水道局（浄水処理計算機） 水道局

32 PAC注入量 既設 水道局（浄水処理計算機） 水道局

33 活性炭注入量 既設 水道局（浄水処理計算機） 水道局

34 次亜注入量 既設 水道局（浄水処理計算機） 水道局

※１　西谷浄水場再整備事業（排水処理施設）要求水準書　別紙18　主要配管管路図（再整備後）【参考】の丸囲み数字に対応

※２　No.１～34のうち、本施設に設置する設備について、浄水処理計算機に故障信号を出力できるものとする。

※３　電動バルブを設置した場合に限る。（手動バルブを設置した場合は、不要とする。）

※４　ポリマー注入設備を設置した場合に限る。（ポリマー注入設備を設置しない場合は、不要とする。）

※５　既設は現在設置済み（No.28～34以外は別途事業（排水処理施設）の更新対象施設）、新設は別途事業（排水処理施設）の新設対象施設、将来は本工事で設置する設備をいう。

※６　既設設備については、別途事業（排水処理施設）の事業期間中に更新する場合も同様とする。

※７　異常時とは、設備故障、修繕または更新工事、停電等で現場対応を行う状態をいう。

浄水処理施設側の運用、計算機制御等に使用する。

着水井への返送水量の監視に使用する。

公共用水域への排出水の監視等に使用する。

浄水処理施設からの排出水に関する情報を提供する。
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別紙37　電力会社からの受電点

【既設】
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別紙37　電力会社からの受電点

【再整備後】



別紙 38 受配電設備・非常用自家発電設備に関する施工ステップ（案）【参考】 

 

【Step１】現状 
 

【Step２】①浄水受電点(常用)の移設 

  
【Step３】②排水受電点(常用・予備)の新設 
     排水処理受電設備等新設 

【Step４】③浄水から排水への給電停止 
     排水処理受電設備等撤去 

  
【Step５】浄水処理受電設備等新設 
 

【Step６】浄水処理受電設備等撤去 

  
【Step７】最終 
 

 

 



別紙39　既設単線結線図【参考】（１／２）

01162066
テキストボックス
別紙39　既設単線結線図【参考】

01162066
テキストボックス
（1/2）



別紙39　既設単線結線図【参考】（２／２）

01162066
テキストボックス
別紙39　既設単線結線図【参考】

01162066
テキストボックス
（2/2）



常用

UGS

3φ 3W

6.6kVA 50Hz

（常用）

予備

UGS

3φ 3W

6.6kVA 50Hz

（予備）

常用

受電

遮断器

予備

受電

遮断器

VCT 母線

連絡

G

母線

連絡
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（※

Ａ
）

１
系
動
力
変
圧
器

（※

Ｂ
）

空
調
変
圧
器

２
系
ポ
ン
プ
き
電

（※

Ｄ
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２
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明
変
圧
器

（※
Ｅ
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２
系
動
力
変
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（※

Ｆ
）

非常用
自家発室

電気室

母線

連絡

１系所内低圧負荷（動力） ２系所内低圧負荷（動力）

（※Ｆ）（※Ｂ）

（※Ｄ）（※Ｃ）

母線

連絡

１
号
浄
水
送
水

P

１
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洗
浄
揚
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P

２
号
浄
水
送
水

P

２
号
洗
浄
揚
水

P

３
号
浄
水
送
水

P

新電気室

場内各所に
低圧で配電

場内各所に
低圧で配電

電気室で
低圧に変圧

※ 記載されている負荷設備の種類や台数はイメージ

であり指定するものではありません。
別紙40 受配電設備の配電構成図（既設）【参考】
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ポンプ井電気室（例）

別紙40 受配電設備の配電構成図（再整備後）【参考】

（※２）（※１）

非常用
自家発室

電気室で変圧して配電

受電所から場内各所の
電気室に高圧のまま配電

【その他設置場所】

・ 着水井・沈でん池電気室

・ 粒状活性炭吸着池電気室

・ 急速ろ過池電気室

・ ポンプ井電気室

・ 管理棟電気室

など

※ 記載されている負荷設備の種類や台数はイメージ

であり指定するものではありません。

１
系
着
水
井
・
沈
で
ん
池
電
気
室

１
系
粒
状
活
性
炭
吸
着
池
電
気
室

１系動力負荷 ２系照明負荷

２系動力負荷

（受電所）
１系照明負荷

（受電所）

１系動力負荷

（受電所）
２系照明負荷

（受電所）



別紙41 直流電源設備（受変電・配電用）の構成イメージ（再整備後）【参考】

ポンプ井電気室（例） 【その他設置場所】

・ 着水井・沈でん池電気室

・ 粒状活性炭吸着池電気室

・ 急速ろ過池電気室

・ ポンプ井電気室

・ 受電所電気室

・ 管理棟電気室

など

受配電設備

直流電源
設備

2系動力200V1系動力200V



無停電電源装置②

100V共通負荷

（監視操作卓）
（中継リレー盤）
（中継変換器盤）

無停電電源装置

電源分割盤

無停電電源装置①

No.２
コントローラ

No.１
コントローラ

インターロック

整流器①

ｲﾝﾊﾞｰﾀ①

整流器②

ｲﾝﾊﾞｰﾀ②

200V分電２200V分電１

交流入力交流入力

受電設備

UPS設備

200V負荷

蓄
電
池
②

蓄
電
池
①

別紙42 無停電電源設備（計装設備用）の構成イメージ（再整備後）【参考】

受電所（CVCF室）

ポンプ井電気室（例）

無停電
電源設備

無停電
電源設備

電源分割盤

受配電設備

1系動力200V 2系動力200V

【その他設置場所】

・ 着水井・沈でん池電気室

・ 粒状活性炭吸着池電気室

・ 急速ろ過池電気室

・ ポンプ井電気室

・ 受電所電気室

・ 管理棟１階浄水場管理室

・ 管理棟２階計算機室(既設利用)

など

商用系 商用・自家発系
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風 除 室
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5
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0
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0
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5
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0

放送設備

ガス遮断装置 侵入防止警報盤

火災受信盤

空調受信盤移設

収納スペース

フリーアクセス

３７

３９

１０

１２ メンテ用コンソール

Ｎｏ．

機器一覧表

３

５

４

６

８

７

９

２

１

盤    名    称

場外監視操作装置３

場外監視操作装置４

場外監視操作装置１

場内監視操作装置１

場内監視操作装置２

場外監視操作装置２

システム管理装置１

備    考

2500 9200 9200 2500 9200 2500 9200 9200 2500

51000

既設金属ダクト

１５

１０
３

４

５

６

７

２

１

８

９

場外監視操作装置５

４００ＭＨｚ帯無線装置

ＩＴＶ装置（サーバ）

システム管理装置２

１１

２４

２９２８

１４

１１

１２ Ｓ
Ｐ

（
ガ

ラ
ス

）

２５

２６

２５

２３

２２

２１

３０

4３ 4２ 4１5０

２４

２９

３０

２８

２６

３７

２５

２１

２２

２３

１５

１４

接地端子盤

低圧配電盤（ＵＰＳ）

監視操作卓１

監視操作卓２

監視操作卓３

大型表示装置１，２

大型表示装置

ＩＴＶ操作卓

工水端末スペース

ろ過池粒子計モニタ

浄水課端末／プリンタ

レーザープリンタＡ

レーザープリンタＢ

３９

4１

4２

4３

監視操作卓4

監視操作卓5

監視操作卓6

5０ レーザープリンタＣ

Ｓ＝Free

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

関連工事対象

関連工事対象

川井計算機

川井計算機

川井計算機

川井計算機

控　室 水質計器室

管理棟1F平面図

別紙43　機器配置図【参考】

職員執務室

浄水場管理室

浄水場管理室(計算機室)

01162066
長方形

01162066
テキストボックス
計器の設置スペースを検討したうえで室のスペースが不足する場合、 控室を建屋改修し、使用することができる。

01162066
線
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9200 9200 2500 9200 2500 9200 9200
8
5
0
0

8
0
0
0

8
5
0
0

Ｄ

Ｃ

Ｂ
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１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

ＵＰ

フリーアクセス
床（ピット）

Ｄ
Ｎ

Ｄ
Ｎ

ＤＮ ＤＮ

理化学室
雑品庫

水質監視室

廊　下

生物・細菌室

女子更衣室

男子更衣室
細菌培養室

書　庫

倉庫１ 倉庫２
倉庫３ 倉庫４ 倉庫５

床

倉 庫

フリーアクセス

フリーアクセス

パッケージ パッケージ

ＵＰ

ＰＢＸ
Ｍ

Ｄ
Ｆ

自家発室へ

ケーブルダクト
（天井内）

Ｂ１空調電源盤

空調電源盤

ＵＰ

１４ １３ １２ １１ １０ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

１５ １６ １７ ２０ １９ １８ ２４ ２５ ２６ ２３ ２２ ２１２７

３０
２９

２８

Ｎ

Ｌ Ｐ Ｍ

空調機

空調機手元盤

作業用分電盤

ポンプ井水位変換器盤
＃ＲＹ８

２階空調分電盤

備　　考盤　 記　 号

Ｄ

盤　　 名　　 称

無停電電源装置

Ａ

Ｂ

Ｃ

番 号

入力盤

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｅ

備　　考盤　 記　 号盤　  名　  称

直流電源装置

Ｉ

Ｊ

番 号

備　　考盤　 記　 号

Ｏ

盤　  名　  称

分電盤

Ｌ

Ｍ

Ｎ

番 号

Ｐ ＃ＭＦ０５

直流電源

交流（ＣＶＣＦ・商用）電源

　　－

　　－

ＵＰＳ

Ｎｏ．２

Ｎｏ．１

ＵＰＳ

直流分岐盤

出力盤

出力分岐盤

蓄電池

Ｎｏ．２

Ｎｏ．１

蓄電池

Ｋ 蓄電池

整流器

Ｎｏ．２

Ｎｏ．１

整流器

ＤＣ０４

制御用分電盤水質監視装置

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

Ｈ

Ｇ

Ｋ

Ｉ

Ｊ

Ｏ

ケーブルピット

ケーブルピット ケーブルピット

ＣＶＣＦ０１

ＣＶＣＦ０２

ＣＶＣＦ０３

ＣＶＣＦ０４

ＣＶＣＦ０５

ＣＶＣＦ０６

ＤＣ０２

ＤＣ０１

ＤＣ０３

４０

４１

４２

４３

４４

４５

４６

備　　考

＃ＭＭ０１

盤　 記　 号

４

盤　  名　  称

高圧受配電盤

１

２

３

番 号

受電（常用）

排水処理き電/１系ポンプき電

予備/空調変圧器一次

６

７

８

９

１０

５

受電（予備）

ＶＣＴ

Ｎｏ．３ 〃

コンデンサ

Ｎｏ．２ 〃

Ｎｏ．１

ＶＴ・ＺＰＣ　　　　　　（ＤＳ）連絡母線

１２

１１

１４

１５

１６

１７

１８

１３

２０

１９

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

ＶＴ・ＺＰＣ　　　　　　（ＣＢ）連絡母線

予備/２系ポンプき電

自家発引込

２系動力切換

２系動力分岐

２系照明変圧器一次

２系照明切換

２系照明分岐

１系動力変圧器

１系動力切換

１系動力分岐

予備/空調変圧器一次

１系照明切換

１系照明分岐

受変電・自家発現場監視

１・２系切換

空調変圧器

３０ 空調低圧分岐

＃ＭＭ０２

＃ＭＭ０３

＃ＭＨ１１

＃ＭＨ１２

＃ＭＨ１３

＃ＭＨ１４

＃ＭＭ１１

＃ＭＭ１２

＃ＭＭ１３

＃ＭＭ２３

＃ＭＭ２２

＃ＭＭ２１

＃ＭＨ２１

＃ＭＬ２１

＃ＭＬ２２

＃ＭＬ２３

＃ＭＬ２６

＃ＭＬ２５

＃ＭＬ２４

＃ＭＬ１１

＃ＭＬ１２

＃ＭＬ１３

＃ＭＬ１６

＃ＭＬ１５

＃ＭＬ１４

＃ＭＰ２１

＃Ｌ－１０

　　－

　　－

備　　考

＃ＣＴＲ－１

盤　 記　 号

４３

盤　  名　  称

計算機コントローラ・Ｉ／Ｏ関係

４０

４１

４２

番 号

着水井・沈殿池・排水処理コントローラ

４４

ろ過池コントローラ

薬注・水質コントローラ

電力・自家発コントローラ

４５

４６ ＃ＭＥ２１

ＲＩ／Ｏ－５電力・自家発リモートＩ／Ｏ

受電・自家発設備中継変換器

＃ＣＴＲ－２

＃ＣＴＲ－３

＃ＣＴＲ－４

＃ＣＴＲ－５

東電取引盤

パルス分離器箱

空調機

＊１【上段】
　　着水井分電盤 電源用ＳＰＤ箱
　　２号配水池野毛山幹線流量 電源用ＳＰＤ箱

　３号配水池補給次亜注入制御 電源用ＳＰＤ箱
　３号配水池小雀系流入量 電源用ＳＰＤ箱
　野毛山幹線流量（３号） 電源用ＳＰＤ箱

【下段】
　硫酸注入監視制御 電源用ＳＰＤ箱

　　ＴＰ・ＴＮ計 電源用ＳＰＤ箱
　　接地端子箱

ＰＴ盤

1500

11
0
0

1
5
0
0

1
1
0
0

100

交流（商用）電源

交流（ＣＶＣＦ）電源１

交流（ＣＶＣＦ）電源２

ＢＦ０３

ＢＦ０１

ＢＦ０２

25 900 850

Ｎ

Ｌ Ｐ

Ｍ

２階空調分電盤

1
2
0

9
5
0

9
0
0

1
80

ケーブルダクト

ケーブルダクト

フリーアクセスフロア内ケーブルピット

分電盤配置詳細平面図 Ｓ＝Free

S=Free

2系照明変圧器1次/2系動力変圧器一次

2系動力変圧器

1系照明変圧器一次

配水池・ポンプ・緊急遮断弁ｺﾝﾄﾛｰﾗ

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象本工事対象本工事対象本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

ケーブルダクト 電気室（受配電室）

蓄電池室

ＣＶＣＦ室

管理棟B1F平面図

別紙43　機器配置図【参考】

浄水場管理室
（制御室）
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H

G
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D

C

B

11 12

A

火災受信機
風除室

ステージ

ＵＰ

ＳＳ

ＳＳ

送水流量変換器

ＩＮＴ

２３ ２２

空調端子

１階新電気室

ろ過池放送設備

電気室動力照明分電盤

５７

空調主幹盤

Ｕ
Ｐ

階 段 室

注 入 室

次亜貯留槽

ＤＮ

１１

吹 抜

制御盤

移送ポンプ
薬注

５５

Ｄ
Ｎ

７

２４

倉 庫

Ｎｏ．２小出槽

Ｎｏ．１小出槽

ＳＳ

５

８

９

７

６

２

４

３

Ｎｏ．

１

ＣＲ３１～３３

ＣＣ１１～１６

ＣＣ２１～２５

ＢＲ２１，２２

ＢＲ１１，１２

ＣＲ０１

ＣＣ３１～３５

ＤＣ０１～０３

ＢＣ２１～２３

ＣＣ０１，０２

盤 記 号 盤  名  称

設備コントロールセンタ

ろ過池共通設備コントロールセンタ

配水池共通設備コントロールセンタ

相模湖系着水池・沈殿池コントロールセンタ

備  考

１１

１２

１３

１４

ＢＣ１１～１３

ＣＲ１１～１４

ＣＲ２１～２３

１０ ＤＲ０１，０２

道志川系着水池・沈殿池コントロールセンタ

ろ過池

設備コントロールセンタろ過池

設備コントロールセンタろ過池

ろ過池共通設備補助継電器盤

ろ過池

ろ過池

Ｎｏ． 盤 記 号 盤  名  称 備  考

ＥＳ０６２４ ＰＡＣ注入制御盤

２階盤名称一覧表

ＭＦ０６２２

ＭＦ０７２３

ろ過池シーケンサ盤

配水池シーケンサ盤

着水池・沈殿池シーケンサ盤

ＭＰ１４

ＭＰ１５

ＭＰ１６

ＫＥ１１～１５

１階盤名称一覧表

ＭＰ１１

ＭＰ１２

ＭＰ１３

Ｎｏ． 盤 記 号 盤  名  称

２系ポンプき電引込ＭＭ４１４９

盤  名  称

薬注設備監視盤

予備

連絡母線（ＤＳ）　ＶＴ・ＺＰＣ

ＭＨ３１

ＭＨ３２

ＭＭ３１

ＭＨ３４

ＭＨ４４

ＭＨ４２

ＭＨ４３

ＭＨ４１

盤 記 号

４３

４６

４８

４７

４５

４４

備  考

４０

４２

４１

Ｎｏ．

１系ポンプき電引込

備  考

１７

２０

１８

１９

１６

１５

２１

Ｎｏ．１浄水送水ポンプシーケンサ

洗浄揚水ポンプシーケンサ盤Ｎｏ．１

洗浄揚水ポンプシーケンサ盤

浄水送水ポンプシーケンサＮｏ．２

Ｎｏ．２

浄水送水ポンプシーケンサ盤Ｎｏ．３

直流制御電源盤 ５５

ＭＨ３３

ＥＫ０１

Ｎｏ．１浄水送水ポンプ

洗浄揚水ポンプＮｏ．１

連絡母線（ＣＢ）　ＶＴ・ＺＰＣ

浄水送水ポンプ

浄水送水ポンプ

洗浄揚水ポンプＮｏ．２

Ｎｏ．３

フリーアクセス（Ｈ＝３５０）

１１１８８２２２９９３３３１０１０５６５６

５５５５５５１２１２１２１２６６６６６１３１３１３

７７７７１４１４１４４４５０５２５１５３５４５４

２０１９１８１７１６１５

２１

４０４１４２４３４４４５４６４７４８４９

（Ｈ＝３５０）フリーアクセス

ＩＮＴ

アルミケーブルダクト

３４ ３３ ３２ ３１ ３０

ＰＣ１１５０ １系ポンプ補機設備コントロールセンタ

ＰＣ２１５１ ２系ポンプ補機設備コントロールセンタ

ＰＲ１１５２ １系ポンプ設備補助継電器盤

ＰＲ２１５３ ２系ポンプ設備補助継電器盤

ＥＣ０１，０２５４ 薬品注入設備コントロールセンタ

ＳＣ０１，０２５６ 緊急遮断弁設備コントロールセンタ

着水・沈殿池・排水処理リモートＩ/Ｏ３０

　－

３１

ＲＩ／Ｏ－１

５７

３２

３４

３３

接地端子盤

薬注・水質リモートＩ／Ｏ

配水池・ポンプ・緊急遮断弁リモートＩ／Ｏ

ＲＩ／Ｏ－２－２

ろ過池リモートＩ／Ｏ(１)ＲＩ／Ｏ－２－１

ＲＩ／Ｏ－３

ＲＩ／Ｏ－４

相模湖系着水池・沈殿池補助継電器盤(1)～(2)

道志川系着水池・沈殿池補助継電器盤(1)～(2)

配水池共通設備補助継電器盤(1)～(2)

設備補助継電器盤(1)～(4)No.1～10

ろ過池No.11～18 設備補助継電器盤(1)～(3)

No.19～26 設備補助継電器盤(1)～(3)

No.1～10

No.11～18

No.19～26

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

本工事対象

交流制御電源盤

計装変換器盤(1)～(5)

Ｎｏ．２

ろ過池リモートＩ／Ｏ(2)

Ｓ＝Free

Ｓ＝Free

PAC注入機室

２階新電気室

本工事対象

塩素室２階平面図

塩素室１階平面図

別紙43　機器配置図【参考】



別紙43　機器配置図 【参考】

本工事対象

00992037
テキストボックス
⑳㉑自動制御㉒　計装

00992037
テキストボックス
㊳入出力　(UPS)

00992037
テキストボックス
本工事対象※ 関連する配線も本工事対象

00992037
線

00992037
線

00992037
テキストボックス
400MHz帯無線装置

00992037
テキストボックス
㊴遠方中継装置　(監視制御設備)

00992037
線

00992037
テキストボックス
機器構成図

00992037
線

00992037
長方形

00992037
テキストボックス
㊵無線　制御装置

00992037
テキストボックス
ONU(NTT支給)

00992037
テキストボックス
FL-net

00992037
テキストボックス
㉓400MHz帯　無線機　(子局)

00992037
テキストボックス
WebｸﾗｲｱﾝﾄPC

00992037
テキストボックス
有線広域ｲｰｻﾈｯﾄ（西谷へ）

00992037
線

00992037
線

00992037
線

00992037
線

00992037
線

00992037
線

00992037
テキストボックス
無線回線400MHz帯単一無線（西谷へ）

01162066
テキストボックス
場外施設の例　仏向配水池電気室



別紙44　公共用水域への排水基準【参考】





別紙44　公共用水域への排水基準【参考】





別紙45　既設付帯設備関連図【参考】

既設監視制御設備システム構成図



既設ＩＴＶ設備システム構成図

別紙45　既設付帯設備関連図【参考】



既設ＩＴＶ設備構内配置図

別紙45　既設付帯設備関連図【参考】



既設監視制御設備信号系統図（ＩＴＶ設備・侵入防止設備・電動門扉システム）

別紙45　既設付帯設備関連図【参考】



既設侵入防止設備システム構成図

別紙45　既設付帯設備関連図【参考】



既設電動門扉システム構成図

別紙45　既設付帯設備関連図【参考】



外灯分電盤1

向台公園

技術研修施設

西谷ポンプ場

３号配水池

１号配水池

無線塔

東門

無線塔

水道資料館噴水池

西谷浄水場管理棟

正門

２号配水池西谷第一

分庁舎
西谷第二
分庁舎

排水池

濃縮槽

排水処理
管理棟

旧管理棟

排泥池

返送池

分配槽

外灯分電盤８

ろ過池 外灯分電盤２

外灯分電盤３

外灯分電盤４

外灯分電盤５

外灯分電盤６

２号配水池分電盤
排水処理外灯分電１

排水処理外灯分電２

西谷ポンプ場外灯分電

屋外照明設備(地下1階)

西谷浄水場構内の外灯及び分電盤配置図

別紙45　既設付帯設備関連図【参考】



① ② ③ ④

記念館説明文

敷地内案内図
水道管を使ったベンチ

100周年記念

タイムカプセル
妖精の水飲み場

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

紀功碑 創設記念噴水保存棟 石板「川尻隧道」 42インチ仕切弁

⑨ ⑩ ⑪ ⑫

石板「大井隧道」 1500ミリ逆止弁 獅子頭共用栓 ｼﾝﾌﾟﾚｯｸｽ型沪過流量調節器

別紙46 水道記念館屋外展示物
１

３

５

６

２

４

7

8

91011

12

14

13

15

16
17

18

19

20

噴水

水道記念館

水道技術資料

入口

【施工の支障となる場合の対応】

①②④⑥：処分

③⑥⑪：既存と同程度の仕様にて水道記念館敷地内に移設

その他：水道記念館敷地内に移設

※水道記念館敷地は、別紙13　西谷浄水場における

　セキュリティラインを参照



⑬ ⑭ ⑮ ⑯

逆流洗浄流量調節器 ルーツ型75馬力送風機 転鐶彎管 36インチ鋳鉄管

⑰ ⑱ ⑲

1,100Ｋｗ導水加圧ポンプ 孟母三遷の像 宮ケ瀬の石

火山レキぎょう灰岩

20



別紙47　指定部分の対象施設

詳細
設計

工事
完成時

躯体

建屋 薬品注入機室（硫酸注入設備、前次亜注入設備、消石灰簡易注入設備等の収納）

着水調節弁

沈でん池流入調節弁

機械設備 採水ポンプ、連絡弁等

電気設備 操作盤、分電盤等

計装設備 流量計、水位計等

硫酸注入設備 配管、弁、小出し槽等

前次亜注入設備 配管、弁、小出し槽等

都岡幹線補給次亜注入設備 配管、弁、注入ポンプ、小出し槽等

消石灰簡易注入設備 設置スペースと電源を確保を確保する

場内連絡管 A１、A２、B１、B２

機械設備 配管等

電気設備 操作盤、分電盤等

計装設備 濁度計、pH計、TN・TP計、水温計等

建屋 硫酸貯留棟（既設は注入設備と共通）

機械設備 配管等

電気設備 操作盤、分電盤等

計装設備 流量計、液位計等

硫酸貯留設備
令和６年３月末までに既設撤去
配管、ポンプ、弁、貯留槽等

建屋 PAC貯留棟

機械設備 配管等

電気設備 操作盤、分電盤等

計装設備 流量計、液位計等

PAC貯留設備 配管、ポンプ、弁、貯留槽等

建屋 次亜貯留棟

機械設備 配管等

電気設備 操作盤、分電盤等

計装設備 流量計、液位計等

次亜貯留設備 配管、ポンプ、弁、貯留槽等

躯体 新設混和池は既設の上流側に設置

機械設備 フラッシュミキサーの増設、既設（新設・撤去）

電気設備 操作盤等

前PAC注入設備 配管、弁、小出し槽等

躯体 改良（集水渠4分割、北側処理水取出し口の新設)

建屋 着水井・沈でん池電気室（ステーション含む）

機械設備 採水ポンプ、配管等（フロキュレーター、傾斜板、掻寄機は除く）

電気設備 操作盤、受配電盤等

監視制御設備 着水井・薬注・沈でん池コントローラ盤、継電器盤、変換器盤等（着水井・沈でん池電気室に設置）

躯体

建屋 電気室（ステーション含む）、ポンプ室、ブロアー室、次亜塩素注入機室等

機械設備 流入弁、リターンポンプ、ブロア、洗浄（ＳＳ排除）設備等

電気設備 操作盤、受配電盤等

計装設備 流量計、損失水頭計、水位計、界面計等

監視制御設備 粒状活性炭吸着池コントローラ盤、継電器盤、変換器盤等（粒状活性炭吸着池電気室に設置）

場内連絡管 C１、C２、D１、D２

躯体

建屋 後PAC注入機室、中次亜注入機室

機械設備 フラッシュミキサー等

電気設備 操作盤等

計装設備 水位計等

後PAC注入設備 配管、弁、小出し槽等

中次亜注入設備 配管、弁、小出し槽等

⑧ 粒状活性炭吸着池 ○ ○

⑨ 再凝集池 ○ ○

⑥ 混和池 ○ ○

⑦ 沈でん池
　　（フロック形成池含む）

○ ○

④ ＰＡＣ貯留棟 ○ ○

⑤ 次亜貯留棟 ○ ○

備考

① 着水井 ○ ○

対象施設

指定部分

名称

② 原水水質計器室 ○ ○

③ 硫酸貯留棟
○ ○
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別紙47　指定部分の対象施設

詳細
設計

工事
完成時

備考対象施設

指定部分

名称

躯体

建屋 電気室（ステーション含む）、後次亜注入機室等

洗浄水槽

機械設備 原水、浄水、表洗、逆洗、排水、ろ過排水弁、採水ポンプ、配管等

電気設備 操作盤、受配電盤等

計装設備 流量計、損失水頭計、水位計、粒子計等

監視制御設備 ろ過池・洗浄揚水コントローラ盤、継電器盤、変換器盤等（急速ろ過池電気室に設置）

後次亜注入設備 配管、弁、小出し槽等

場内連絡管 E１、E２、F１、F２

躯体

機械設備 弁類、配管等

電気設備 操作盤等

計装設備 水位計等

躯体

機械設備 弁類、配管等

躯体

建屋 電気室（ステーション含む）、ポンプ室等

機械設備 浄水送水ポンプ、洗浄揚水ポンプ、配管等

電気設備 操作盤、受配電盤等

計装設備 流量計、水位計等

監視制御設備 ポンプ設備コントローラ盤、継電器盤、変換器盤等（ポンプ井電気室に設置）

場内連絡管 G１、G２、H１、H２

建屋 水質計器室の設置スペースに合わせて、建屋を改修（水質計器室に隣接の控室を改修して水質計器を拡張）

機械設備 配管等

電気設備 操作盤、分電盤等

計装設備 濁度計、pH計、残留塩素計等

建屋 監視制御設備の設置スペースにあわせて、建屋を改修

電気設備 分電盤等

監視制御設備
監視制御設備・監視操作盤、配水池・緊急遮断弁コントローラ盤、継電器盤、変換器盤等
（管理棟１F監視制御室に設置）

建屋 電気室、ステーション、ＣＶＣＦ室

電気設備 受電・変電・配電設備等

計装設備

監視制御設備 受変電・非常用自家発コントローラ盤、継電器盤、変換器盤等（受電所電気室に設置）

無停電電源設備

建屋 受電所近傍に設置、自家発燃料用地下タンク設置（既設6,000L）

機械設備 既設発電設備は移設流用（1,250kVA）

電気設備 制御盤・配電盤等

計装設備

㉗ 共同溝 ○ ○ 躯体 既設共同溝は流用し、新設共同溝と連絡

躯体 新ポンプ井からの流入管接続

流出側補給次亜注入設備 ３号配水池流出側補給次亜設備の貯留槽に、新設次亜貯留槽から移送制御できるように改良

配管 上記記載以外

機械設備 電動バルブ等

㉚ 歴史的建造物 ○ ○ 国登録有形文化財ほか
国登録有形文化財６棟、１号配水池中央通路出入口
国登録有形文化財は、水道記念館敷地へ移設
１号配水池中央通路出入口は、撤去後に復元（復元方法等は請負人提案による）

㉛ 放流施設 ○ ○ 放流施設 放流施設の新設（場内・場外）、排水桝築造、休止管更生工法による工事

○ ○ ボンベ庫 残塩計・配管

記念碑、屋外展示物 施工の支障となる場合は、別紙44「水道記念館屋外展示物」に基づき移設または撤去

構内整備 構内道路、給水管、排水管、電線路等、緑化

○ ○ 受電点（電気設備） 常用側受電点変更、予備側受電点UGS新設・撤去等

ITV設備

外灯設備

侵入防止装置

㉝ 場外施設 ○ ○ 監視制御設備 遠方中継装置（場外配水池、ポンプ場、配水槽等）

㉖ 非常用自家発棟 ○ ○

㉙ 場内連絡管 ○ ○

㉘ ３号配水池 ○ ○

○ ○

○ ○

㉜ その他

㉕ 受電所 ○ ○

⑭ 水質計器室(管理棟1F) ○ ○

○ ○⑮ 浄水場管理室(管理棟1F・B1F)

⑫ 天日乾燥床 ○ -

⑬ ポンプ井 ○ ○

⑩ 急速ろ過池 ○ ○

⑪ １号配水池 ○ -
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第１章  総   則 
 



 

1-1 

 

第１条 目  的 

この基準は水道施設における電気・機械設備の保守点検一般的標準基準を定めることによって、

点検技術の向上と安全にして合理的かつ経済的な設備運用を図ることを目的とする。 

 

第２条 定  義 

保守点検は各現場又は各当該機器についての使用条件、管理体制、制御方法、形式、構成等を

考慮し、第２章に定める基準により実施するものとする。 

この基準における保守点検の定義は次のとおりとする。 

１ 巡視・点検 

設備の運転状態に異常が無いかを主として五感と計器の指示値により確認する。また必要に応

じて給油、補充等を行う。 

２ 法令点検 

法令に規定されるものは、これに従う。 

３ 定期点検 

定期的に設備の運転を停止し、巡視・点検を基に各部異常の有無の確認、測定器による診断、

性能試験などを行う。（巡視・点検の内容も含む） 

４ 精密点検 

数年に１回、機器、装置の各部を分解し、劣化部品の交換及び内部点検を行うとともに、測定

器により詳細な内部診断、性能試験などを行う。 

 

第３条 修  理 

保守点検により発見された不具合箇所は修理を行うものとし、突発事故によるものは事後修理

を行なうものとする。 

 

第４条 記  録 

保全の記録は、次にかかげる種別により記録し、保存しておくものとする。 

１ 設備台帳          当該設備の存続期間 

２ 巡視・点検及び測定記録   ３年 

３ 定期点検及び測定記録    ５年 

４ 精密点検及び測定記録    当該設備の存続期間 

５ 法令点検及び測定記録    法令及び規定に基づく保存期間 

６ 事故及び災害記録      当該設備の存続期間 

７ その他必要な記録      １年 

 

第５条 予知保全 

予知保全の業務内容は表１のとおりとする。 

 

表  １ 

区   分 業 務 内 容 

運      転 日 常 操 作 監 視 

予 
 

知 
 

保 
 

全 

保      守 

給     油 

部 品 交 換 

調     整 

清     掃 

点      検 

作 動 検 査 

性 能 検 査 

測     定 

修      理 予 防 修 理 

記      録  

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章  保 守 点 検 基 準 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１節  電 力 設 備 
 



 

2-1-1 

 

項目 

 

対象 

巡 視・点 検 定  期  点  検 精  密  点  検 

周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 

断
路
器 

 

２ヶ月 

 

１ 損傷、過熱、変色、 

汚損及び発錆の有無 

 

１ 年 

 

１ 各部の清掃及び注油 

２ 締付部の増締め 

３ 接触子の損耗状態及 

び接触機構の状態 

４ 操作機構の点検 

５ 鎖錠装置の点検 

６ 補助接触子の点検 

７ 開閉動作試験 

８ 絶縁抵抗測定 

 

 

  

真
空
遮
断
器 

（
開
閉
器
含
む
） 

２ヶ月 

 

１ 異音、異臭、損傷、 

汚損、発錆の有無 

１ 年 

 

１ 各部の清掃及び注油 

２ 締付部の増締め 

３ 真空バルブの取付状 

態 

４ 操作機構の点検 

５ 引出し機構の点検 

６ 補助接触子の点検 

７ 開閉動作試験 

８ 絶縁抵抗測定 

 

６ 年 

 

１ 真空バルブの真 

空度確認（漏れ電流 

測定） 

２ 開閉特性試験 

変 
 

圧 
 

器 

高
低
圧
・
油
入 

２ヶ月 

 

１ 異音、異臭、損傷、 

過熱、汚損、発錆の 

有無 

２ 露出充電部変色の 

有無 

３ 油量及び油もれの 

有無 

１ 年 

 

１ 本体各部（ブッシン 

グ・計器類を含む）の清 

掃 

２ 締付部の増締め 

３ 絶縁抵抗測定 

４ 絶縁油酸価値測定 

６ 年 

 

１ 絶縁油耐電圧試 

験 

高
低
圧
・
乾
式 

２ヶ月 

 

１ 異音、異臭、損傷、 

過熱、汚損、発錆の 

有無 

２ 露出充電部変色の 

有無 

３ 巻線、絶縁物の外 

観点検 

１ 年 

 

１ 本体各部（巻線、絶 

縁物、ブッシング、計 

器等）の清掃 

２ 締付部の増締め 

３ 絶縁抵抗測定 

  

電
力
用
コ
ン
デ
ン
サ
・ 

リ
ア
ク
ト
ル 

 

２ヶ月 

 

１ 異音、異臭、損傷、 

過熱、汚損、発錆の

有無 

２ 露出充電部変色の 

有無 

３ ケース膨張及び油 

もれの有無 

１ 年 

 

１ 本体各部の清掃 

２ 締付部の増締め 

３ 絶縁抵抗測定 

 

 

 

 

６ 年 １ コンデンサ容量 

測定 



 

2-1-2 

 

項目 

 

対象 

巡 視・点 検 定  期  点  検 精  密  点  検 

周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 

充
電
判
定
装
置 

 

２ヶ月 

 

１ 異音、異臭、破損、 

損傷、発熱、発錆の 

有無 

２ 表示灯の確認 

 

 

１ 年 

 

１ 取付状態の確認 

２ 計器内外部の清掃 

３ 端子の増締め 

４ 設定値の確認及び調 

整 

 

 

  

受
配
電
盤 

 

２ヶ月 

 

１ 異音、異臭、損傷、 

汚損、発錆の有無 

２ 露出充電部変色の 

有無 

３ 計器、表示灯の良 

否 

４ 保護継電器の表示 

器確認 

１ 年 

 

１ 盤内外各部の清掃 

２ 締付部の増締め 

３ 母線、配線、補助リ 

レー、パワーヒューズ、 

開閉器、操作スイッチ 

等盤取付器具の異常の 

有無 

４ 接地線接続部の点検 

５ 扉の施錠具合の点検 

６ 絶縁抵抗測定 

７ 保護継電器の各種特 

性試験 

 

 

 

1 2年 １ パワーヒューズ 

の交換 

２ PTヒューズの交 

換 

電 
 

線 
 

路 

ケ
ー
ブ
ル 

２ヶ月 

 

１ ヘッドの状態 

２ 過熱、汚損、損傷 

の有無 

１ 年 

 

１ 絶縁抵抗測定 

２ 漏洩電流の測定（高 

圧） 

 

 

 

  

ケ
ー
ブ
ル
支
持
物 

  １ 年 

 

１ マンホール、ハンド 

ホール等の排水状態 

２ ラック類の損傷、発 

錆の有無 

３ 標識、他物との離隔 

距離 

 

 

 

  

 

配
線
用
遮
断
器 

低
圧
用 

２ヶ月 

 

１ 損傷、過熱、汚損、 

変色及び発錆の有無 

１ 年 

 

１ 締付部の増締め 

２ 動作試験 

 

 

 

 

  

 
 

漏
電
遮
断
器 

低
圧
用 

２ヶ月 

 

１ 損傷、過熱、変色 

及び発錆の有無 

１ 年 

 

１ 清掃 

２ 端子締付部の増締め 

３ 動作試験 

 

 

 

 

  



 

2-1-3 

 

項目 

 

対象 

巡 視・点 検 定  期  点  検 精  密  点  検 

周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ 

 

２ヶ月 

 

１ 異音、異臭、損傷、 

汚損、発錆の有無 

２ 露出充電部変色の 

有無 

３ 計器、表示灯の良 

否 

 

 

 

 

１ 年 

 

１ 盤内各部の清掃 

２ 母線、配線、配線用 

遮断器、電磁接触器、 

保護リレー等盤取付 

器具の異常の有無 

３ 接地線接続部の点検 

４ 扉の施錠具合の点検 

５ 漏電リレー動作試験 

６ 絶縁抵抗測定 

 

 

  

現 
 

場 
 

盤 

 

２ヶ月 

 

１ 異音、異臭、損傷、 

汚損、発錆の有無 

２ 露出充電部変色の 

有無 

３ 計器、表示灯の良 

否 

１ 年 

 

１ 盤内外各部の清掃 

２ 端子締付部の増締め 

３ 配線、ヒューズ、抵 

抗器、操作スイッチ等 

盤取付器具の異常の有 

無 

４ R･I/O取り付け状態 

５ 各スイッチ動作点検 

６ 表示器点灯点検 

７ 各部電源電圧測定及 

びリップル測定 

８ テストプログラム動 

作試験 

９ オンライン動作確認 

10 プリント板の清掃 

 

 

  

監
視
盤
・
制
御
盤
・
計
装
盤 

 
２ヶ月 

 

１ 異音、異臭、損傷、 

汚損、発錆の有無 

２ 計器、表示灯の良 

否 

１ 年 

 

１ 盤内外各部の清掃 

２ 端子締付部の増締め 

３ 配線、操作スイッチ、 

リレー類、プリント板 

等盤取付器具の異常の 

有無 

 

 

 

  

継
電
器
盤
・
中
継
端
子
盤 

 

２ヶ月 

 

１ 異音、異臭、損傷、 

汚損、発錆の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 年 

 

１ 盤内外各部の清掃 

２ 端子締付部の増締め 

３ 配線、リレー類等盤 

取付器具の異常の有無 

  



 

2-1-4 

 

項目 

 

対象 

巡 視・点 検 定  期  点  検 精  密  点  検 

周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 

保 
 

護 
 

継 
 

電 
 

器 

過
電
流
タ
イ
プ 

２ヶ月 

 

１ 表示器の状態確認 １ 年 

 

１ 各部の清掃 

２ 端子部の増締め 

３ 最小動作電流試験 

４ 限時特性試験 

５ 瞬時動作試験（受電 

部） 

６ シーケンス試験 

 

 

  

電
圧
タ
イ
プ 

２ヶ月 

 

１ 表示器の状態確認 

 

１ 年 １ 各部の清掃 

２ 端子部の増締め 

３ 動作電圧、復帰電圧 

の測定 

４ 限時特性試験 

５ シーケンス試験 

 

 

  

差
動
タ
イ
プ 

２ヶ月 

 

１ 表示器の状態確認 

 

１ 年 １ 各部の清掃 

２ 端子部の増締め 

３ 最小動作電流試験 

４ 限時特性試験 

５ 比率作動試験 

６ シーケンス試験 

 

 

  

方
向
タ
イ
プ 

２ヶ月 

 

１ 表示器の状態確認 

 

１ 年 

 

１ 各部の清掃 

２ 端子部の増締め 

３ 最小動作値試験 

４ 位相特性試験 

５ 電圧・電流特性試験 

６ 限時特性試験 

７ シーケンス試験 

 

 

  

２
Ｅ
・
３
Ｅ 

タ
イ
プ 

２ヶ月 

 

１ 表示器の状態確認 

 

１ 年 

 

１ 各部の清掃 

２ 端子部の増締め 

３ 最小動作電流試験 

４ 動作時間特性試験 

５ シーケンス試験 

 

  

マ
ル
チ
タ
イ
プ 

２ヶ月 

 

１ 表示器の状態確認 

 

１ 年 

 

１ 各部の清掃 

２ 端子部の増締め 

３ 最小動作電流試験 

４ 限時特性試験 

５ 瞬時動作試験（受電 

部） 

６ 動作電圧、復帰電圧 

の測定 

７ シーケンス試験 

 

  



 

2-1-5 

 

項目 

 

対象 

巡 視・点 検 定  期  点  検 精  密  点  検 

周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 

無 
 

停 
 

電 
 

電 
 

源 
 

装 
 

置 

充
電
器
（
整
流
器
） 

２ヶ月 １ 異音、異臭、損傷、 

汚損、発錆の有無 

２ 露出充電部変色の 

有無 

３ 計器、表示灯の良 

否 

設 置

後7年

ま で

は1回

/2年 

 

7年以

降は1

回/年 

１ 各部の清掃 

２ 締付部の増締め 

３ 設定電圧、出力電圧 

調整範囲、垂下特性の 

確認及び出力電圧波形 

の観測 

４ 自動、手動切替試験 

及び浮動、均等切替試 

験 

５ 警報回路の動作試験 

６ 負荷補償装置の動作 

確認  

７ 絶縁抵抗測定 

 

 

  

イ
ン
バ
ー
タ
装
置 

２ヶ月 １ 異音、異臭、損傷、 

汚損、発錆の有無 

２ 露出充電部変色の 

有無 

３ 計器、表示灯の良 

否 

１ 各部の清掃 

２ 端子部の増締め 

３ サイリスタターンオ 

フタイム、出力電圧特 

性の測定及び出力電圧 

波形の観測 

４ 起動試験及び切替試 

験 

５ 警報回路の動作試験 

６ 絶縁抵抗測定 

 

 

  

陰
極
吸
収
式
シ
ー
ル
型
鉛
蓄
電
池 

２ヶ月 

 

１ 異臭、損傷、過熱、 

腐食、発錆の有無 

２ 液漏れの有無 

１ 異臭、損傷、過熱、 

腐食、発錆の有無 

２ 液漏れの有無 

３ 各セル及び架台の清 

掃 

４ 端子部の増締め 

５ 電池電圧の測定 

10 年 １ 蓄電池の交換 



 

2-1-6 

 

項目 

 

対象 

巡 視・点 検 定  期  点  検 精  密  点  検 

周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 

１ 

次 

周 

波 

数 

制 

御 

装 

置 

制
御
装
置 

２ヶ月 １ 異音、異臭、損傷、 

発錆の有無 

２ 露出充電部変色の 

有無 

３ 計器、表示灯の良 

否 

４ 冷却ファンの点検 

  ３ 年 １ 盤内外各部の清 

掃 

２ 締付部の増締め 

３ シリコン整流素 

子及びサイリスタ 

素子の外観点検及 

び漏えい電流測定 

４ 母線、配線、リレ 

ー類、操作スイッチ 

等盤取付器具の異 

常の有無 

５ 速度制御特性試 

験 

６ 保護装置の動作 

試験 

７ 各種電源電圧の 

測定及び波形測定 

変
圧
器
及
び
Ｄ
Ｃ
リ
ア
ク
ト
ル 

２ヶ月 １ 異音、異臭、損傷、 

発錆の有無 

２ 露出充電部変色の 

有無 

３ 巻線、絶縁物の外 

観点検 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 年 １ 本体各部の清掃 

２ 端子部の増締め 

３ 絶縁抵抗の測定 

制
御
用
イ
ン
バ
ー
タ
・
コ
ン
バ
ー
タ 

２ヶ月 １ 異音、異臭、異常 

振動、損傷、汚損、 

発錆の有無 

２ 計器、表示灯の良 

否 

３ 冷却ファンの点検 

 

１ 年 １ 各部の清掃 

２ 締付部の増締め 

３ 電源電圧の確認 

４ 警報回路の動作試験 

５ 単体運転時の出力電 

圧、周波数測定 

６ 絶縁抵抗測定 

７ シーケンス保護動作 

試験 

 

 

 

 

原則と

して15 

年 

１ インバータ・コン 

バータの交換 

照
明
設
備 

 

  １ 年 １ 照明効果 

２ 非常灯バッテリー動 

作確認 

３ 絶縁抵抗測定 

  



 

2-1-7 

 

項目 

 

対象 

巡 視・点 検 定  期  点  検 精  密  点  検 

周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 

非 

常 

用 

発 

電 

装 

置 

デ
ィ
ー
ゼ
ル 

１ヶ月 １ 外観点検 

２ 燃料貯油槽 

３ 燃料油系統 

４ 潤滑油系統 

５ 冷却水系統 

６ 始動空気系統 

７ 吸排気系統 

８ 試運転 

１ 年 １ 作動点検 

  燃料系、潤滑油系、 

冷却水系、始動停止用 

空気系、保護装置、運 

転時の諸元計測 

２ 機関内部点検 

３ 燃料噴射弁分解及び 

圧力テスト 

４ 燃料系潤滑油系フィ 

ルタ分解 

５ パッキン交換 

６ 締付部の増締め 

３ 年 

 

 

 

１ 潤滑油交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 年 １ 機関分解 

２ 排気設備 

３ 部品交換 

４ 各部主要摩耗部 

品の寸法測定 

 

地
下
タ
ン
ク
設
備 

１ヶ月 （消防法による点検） 

１ 漏液検知 

    

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２節  工 業 計 器 
 



 

2-2-1 

 

項目 

 

対象 

巡 視・点 検 定  期  点  検 精  密  点  検 

周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 

電 
 

磁 
 

流 
 

量 
 

計 

検
出
器
及
び
変
換
器 

２ヶ月 １ 異音、異臭、破損、 

損傷、発熱、発錆の 

有無 

２ データ照合 

１ 年 １ 検出部取付状態の確 

認 

２ 計器内外部の清掃 

３ 締付部の増締め 

４ 変換器各部電圧電流 

測定（供給電圧、ＤＣ 

電圧、比較電圧等） 

５ 励磁コイル絶縁抵抗 

測定 

６ 電極間抵抗測定 

７ 模擬入力による入出 

力変換特性試験 

８ 再現性確認 

９ 90°ノイズ調整及び 

波形観測 

10 零点確認及び調整 

11 監視機能の確認 

12 パラメータの確認 

（機能のあるもの） 

13 電極とケース間の絶 

縁抵抗測定 

 

 

 

 

 

  

超 
 

音 
 

波 
 

流 
 

量 
 

計 

検
出
器
及
び
変
換
器 

２ヶ月 １ 異音、異臭、損傷、 

発熱、発錆の有無 

２ データ照合 

１ 年 １ 検出部取付状態の確 

認 

２ 計器内外部の清掃 

３ 締付部の増締め 

４ 振動子取付位置の確 

認及び取付ワイヤーの 

ゆるみ点検 

５ 振動子、同軸ケーブ 

ルの絶縁抵抗測定 

６ 送・受信波形観測及 

び基本回路部動作確認 

７ 模擬入力による入出 

力変換特性試験 

８ 零点確認及び調整 

９ 監視機能の確認 

10 変換器各部電圧測定 

11 パラメータの確認 

（機能のあるもの） 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

2-2-2 

 

項目 

 

対象 

巡 視・点 検 定  期  点  検 精  密  点  検 

周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 

差 

圧 

式 

流 

量 

計 

 

２ヶ月 １ 異音、異臭、損傷、 

発熱、発錆の有無 

２ 圧力導入部のもれ 

確認 

１ 年 １ 検出部取付状態の確 

認 

２ 計器内外部の清掃 

３ 締付部の増締め 

４ 電気回路各部電圧測 

定及び絶縁抵抗測定 

５ 実加圧による入出力 

変換特性試験 

６ 零点確認及び調整 

７ 実レベルとの比較調 

整 

８ ダイヤフラム等の感 

圧部の状態確認 

９ パラメータの確認 

（機能のあるもの） 

10 導圧配管等のドレーン 

フラッシング及びエア抜 

き 

  

圧
力
伝
送
器
（
差
圧
・
圧
力
） 

 

２ヶ月 １ 異音、異臭、損傷、 

発熱、発錆の有無 

２ 圧力導入部のもれ 

確認 

１ 年 １ 検出部取付状態の確 

認 

２ 計器内外部の清掃 

３ 締付部の増締め 

４ 電気回路各部電圧測 

定及び絶縁抵抗測定 

５ 実加圧による入出力 

変換特性試験 

６ 零点確認及び調整 

７ 実レベルとの比較調 

整 

８ ダイヤフラム等の感 

圧部の状態確認 

９ パラメータの確認 

（機能のあるもの） 

  

超 

音 

波 

レ 

ベ 

ル 

計 

検
出
器
及
び
変
換
器 

２ヶ月 １ 異音、異臭、損傷、 

発熱、発錆の有無 

２ 波防管の取付確認 

１ 年 １ 取付状態の確認 

２ 計器内外部の清掃 

３ 締付部の増締め 

４ 電気回路各部電圧測 

定 

５ 検出器、同軸ケーブ 

ル絶縁抵抗測定 

６ 送・受信波形観測及 

び基本回路部動作確認 

７ 模擬入力による入出 

力変換特性試験 

８ 実レベルでの零点調 

整(零レベルが作れる 

場合)及び実測比較調 

整 

９ 監視機能の確認 

  



 

2-2-3 

 

項目 

 

対象 

巡 視・点 検 定  期  点  検 精  密  点  検 

周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 

静
電
容
量
式
レ
ベ
ル
計 

 

２ヶ月 １ 外観の確認 

２ 指示計、表示灯の 

確認 

１ 年 １ 取付状態の確認 

２ 計器内外部の清掃 

３ 締付部の増締め 

４ プローブ検出部の絶縁 

抵抗測定 

５ 等価入力による入出 

力変換特性試験 

６ 再現性確認 

７ 実レベルでの実測比 

較及び調整 

  

投 

込 

圧 

力 

式 

レ 

ベ 

ル 

計 

検
出
器
及
び
変
換
器 

２ヶ月 １ 外観の確認（変換 

器） 

２ 指示計、表示灯の 

確認 

１ 年 １ 計器内外部の清掃 

２ 端子の弛み点検及び 

増締め 

３ 中空ケーブル、吊下 

チェーン、本体ベロー 

ズ等の損傷及び腐食の 

有無 

４ 検出部の膨張又は収 

縮の有無 

５ プリント板（避雷、 

変換器）の異常の有無 

６ 大気補正用パイプの 

詰まり、折損の有無 

７ 実加圧による入出力 

変換特性試験 

８ 実レベルの実測比較 

及び調整 

９ 信号ケーブルと対ア 

ース間の絶縁測定 

10 電源及び信号ケーブ 

ルと対アース間の電圧 

測定 

11 異音、異臭、破損、 

損傷、発熱、発錆の有 

無（変換器） 

  

電 

波 

式 

レ 

ベ 

ル 

計 

 

２ヶ月 １ 異音、異臭、損傷、 

発熱、発錆の有無 

２ 波防管の取付確認 

１ 年 １ 取付状態の確認 

２ 計器内外部の清掃 

３ 締付部の増締め 

４ 電気回路各部電圧測 

定 

５ 検出器絶縁抵抗測定 

６ 送・受信波形観測及 

び基本回路部動作確認 

７ 模擬入力による入出 

力変換特性試験 

８ 実レベルでの零点調 

整(零レベルが作れる 

場合)及び実測比較調 

整 

  



 

2-2-4 

 

項目 

 

対象 

巡 視・点 検 定  期  点  検 精  密  点  検 

周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 

残
留
塩
素
計
（
無
試
薬
） 

 

１ヶ月 

 

１ 異音、異臭、破損、 

損傷、発熱、発錆の 

有無 

２ ゼロ、スパン調整 

３ 実測値と指示値の 

比較 

４ 測定水流量調節 

 

６ヶ月 

 

小雀の

制御用

は３ヶ

月、監

視用は

６ヶ月 

１ 指示計と出力電流の 

比較調整 

２ 締付部の増締め 

３ 回転電極と電極リー 

ド線間の接触抵抗測定 

４ 回転電極と温度補償 

部の絶縁抵抗測定  

５ ビーズの劣化判定及 

び補充 

６ 回転電極水銀溜の清 

掃 

７ パラメータの確認 

(機能があるもの) 

８ 脱泡槽及び水廻り部 

の清掃 

９ ビーズの清掃 

 

 

 

  

残
留
塩
素
計
（
有
試
薬
） 

 

１ヶ月 

 

１ 異音、異臭、損傷、 

発熱、発錆の有無 

２ ゼロ、スパン調整 

３ 実測値と指示値の 

比較 

４ 薬液注入ポンプ及 

び採水ポンプ点検 

５ 試薬タンクの点検及 

び補充 

６ヶ月 

 

小雀の

制御用

は３ヶ

月、監

視用は

６ヶ月 

１ 指示計と出力電流の 

比較調整 

２ 締付部の増締め 

３ 回転電極と電極リー 

ド線間の接触抵抗測定 

４ 回転電極と温度補償 

部の絶縁抵抗測定  

５ ビーズの劣化判定及 

び補充 

６ 砂濾過器の点検及び 

砂補充（機能があるも 

の） 

７ パラメータの確認 

（機能があるもの） 

 

 

 

  



 

2-2-5 

 

項目 

 

対象 

巡 視・点 検 定  期  点  検 精  密  点  検 

周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 

ｐ 
 

Ｈ 
 

計 

 

１ヶ月 １ 異音、異臭、損傷、 

発熱、発錆の有無 

２ 清掃 

３ 実測値と指示値の 

比較調整 

４ 試薬の点検補充 

６ヶ月 

 

川井上

流は４

ヶ月 

 

小雀の

制御用

は３ヶ

月、監

視用は

６ヶ月 

１ pH標準液による入出 

力変換特性試験 

２ 実測値と指示値の比 

較調整 

３ 締付部の増締め 

４ 電極点検 

５ 起電力測定 

６ 応答性測定 

７ 再現性測定 

８ 超音波洗浄装置の周 

波数測定 

９ 液絡部の劣化の判定 

10 パラメータの確認（機 

能があるもの） 

 

  

濁 
 

度 
 

計 

 

１ヶ月 １ 異音、異臭、損傷、 

発熱、発錆の有無 

２ 取付状態の確認 

３ データ照合 

４ 測定水流量調節 

６ヶ月 

 

小雀の

制御用

は３ヶ

月、監

視用は

６ヶ月 

１ 指示計と出力電流の 

比較調整 

２ 締付部の増締め 

３ 電気回路の絶縁抵抗 

測定 

４ 光学系の確認、調整 

(ランプ・光電池の劣

化状態判定、光軸調

整) 

５ ゼロ、スパン調整 

６ 超音波洗浄装置の周 

波数測定(機能のある 

もの) 

７ 脱泡槽及び水廻り各 

部清掃、乾燥剤の点検、 

再生 

８ 計器内部清掃 

 

  

２ヶ月 １ 実測値と指示値の 

比較調整 

粒 
 

子 
 

計 

原
水
・
処
理
水 

２ヶ月 １ 外観点検 

２ セル洗浄 

  ２ 年 （工場持込） 

１ レーザー光源交換 

２ 粒径別校正(９通 

り) 

３ セル洗浄 

４ 各プリント基板点 

検 

５ セルユニット分 

解、組立て 

６ 点検調整、総合試 

験 

ろ
過
水 
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項目 

 

対象 

巡 視・点 検 定  期  点  検 精  密  点  検 

周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 

水 

質 

自 

動 

監 

視 

装 

置 

原 
 

水 

１ 週 １ 外観点検 

２ 魚数の確認及び死 

んだ魚の除去・補充 

３ データ回収 

１ 年 １ 活動量のデータ及び 

警報の確認 

２ 流量及び水温の確認 

３ 魚数の確認及び死ん 

だ魚の除去 

４ 水槽の清掃 

５ ブランク値の測定 

６ 信号処理装置の点検 

７ 付属機器の確認 

８ 設定環境の確認 

  

2～4週 １ 水槽の清掃 

浄 
 

水 

１ 週 １ 外観点検 

２ 魚数の確認及び死 

んだ魚の除去・補充 

３ データ回収 

１ 年 １ 活動量のデータ及び 

警報の確認 

２ 流量及び水温の確認 

３ 魚数の確認及び死ん 

だ魚の除去 

４ 水槽の清掃 

５ ブランク値の測定 

６ 信号処理装置の点検 

７ 付属機器の確認（中 

和滴定装置含む） 

８ 設定環境の確認 

  

１ヶ月 １ 中和液(ハイポ)補 

充 

２ヶ月 １ 水槽の清掃 

全
リ
ン
・
全
窒
素
・
Ｕ
Ｖ
計 

 

日常 

（日に

１度） 

１ ストレーナ式試料 

前処理器の点検・清 

掃 

２ 警報・エラーの点 

検 

３ 測定値の点検 

４ 漏水の点検 

５ プリンタ用紙の点 

検 

１ 週 １ 希釈水の補充   

１ヶ月 １ 廃液の処理 

２ 試薬の交換 

３ UV計測定セル清掃 

６ヶ月 １ ８ポートバルブのロ 

ータ交換(P、N) 

２ プランジャチップの 

交換(P、N) 

３ チューブポンプのポ 

ンプヘッド交換(P、N) 

４ 純水カートリッジ、 

DI-PAC の交換(P、N) 

５ プリンタ用紙の交換 

１ 年 １ UV ランプの交換(UV) 

２ リアクタ容器の交換

(P、N、UV) 

３ 活性炭フィルタの交

換(UV) 

 

 

 

 

 

 



 

2-2-7 

 

項目 

 

対象 

巡 視・点 検 定  期  点  検 精  密  点  検 

周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 

警
報
設
定
器 

 

  １ 年 １ 取付状態の確認 

２ 計器内外部の清掃 

３ プリント板の清掃 

４ 締付部の増締め 

５ 警報設定値における 

警報動作確認 

６ リレー接点状態の確 

認 

  

調 

節 

計 

（ 

デ 

ジ 

タ 

ル 

） 

 

２ヶ月 １ 外観の確認 

２ 調節計の切替 

１ 年 １ 計器内外部の清掃 

２ 端子の増締め 

３ コネクタの装着状態 

の点検 

４ 調節動作（PID）の特 

性試験 

５ モード切換機能の確 

認 

６ 電源電圧の測定 

７ アナログ、デジタル、 

パルス等の入出力機能 

の確認 

８ プログラム、パラメ 

ータ、メモリ内容の確 

認 

９ 警報機能の確認 

10 バックアップ電池の 

確認 

  

変 
換 

器 

（
Ｉ
／
Ｖ 

Ｖ
／
Ｉ 

Ｒ
／
Ｉ
等
） 

  １ 年 １ 模擬入力は、原則と 

して発信器の出力側で 

下記６点を入力し、LCD 

モニタ等で確認を行

う。 

①アンダー 

②0% 

③50% 

④100% 

⑤オーバー 

⑥瞬時値 

  

Ｐ 

Ｌ 

Ｃ 

 

２ヶ月 １ 外観点検 

２ 取付け状態の確認 

３ 異音、異臭、発熱、 

損傷の有無 

４ 表示器の点灯状態 

１ 年 １ 筺体内外の各部清掃 

２ プリント板の点検清掃 

３ プリント板、ヒューズ、コ 

ネクタ、端子台等の各接 

続部のゆるみ点検 

４ 各スイッチ動作点検 

５ 各表示器点灯点検 

６ アナログ入出力精度 

試験 

７ 各部電源電圧測定及 

びリップル測定 

８ テストプログラム動作 

試験 

９ オンライン動作確認 

  



 

2-2-8 

 

項目 

 

対象 

巡 視・点 検 定  期  点  検 精  密  点  検 

周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 

電
源
装
置 

 

  １ 年 １ 取付状態の確認 

２ 計器内外部の清掃 

３ 端子の増締め 

４ 入力電圧の測定 

５ 出力電圧の測定及び 

リップル値の測定 

 

 

  

Ｉ 

Ｔ 

Ｖ 

シ 

ス 

テ 

ム 

 

２ヶ月 １ 外観の確認 １ 年 １ 各部清掃 

２ ケーブル、接栓、ネ 

ジゆるみ点検 

３ 回転動作、回転範囲 

確認 

４ 動作中の異音確認 

５ フォーカス、映像レ 

ベル確認 

６ レンズの取付状態確 

認 

７ レンズ部動作確認 

（ズーム、ＥＥ） 

８ カメラケース動作確 

認（ワイパー、デフロ 

スター、ヒーター） 

９ リモート操作確認 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３節  監 視 制 御 設 備 
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項目 

 

対象 

巡 視・点 検 定  期  点  検 精 密 点 検 

周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 

中
央
処
理
装
置
（
サ
ー
バ
ー
・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
） 

（
西
谷
浄
水
場
） 

２ヶ月 １ 異音、異臭、発熱、 

損傷の有無 

２ ディスク回転異音 

の有無の点検 

３ 冷却ファンの動作 

点検 

４ 表示器の点灯状態 

１ 年 １ 異音、異臭、発熱、損傷 

の有無 

２ ディスク回転異音の有無 

の点検 

３ 筺体内外の各部清掃 

４ エアフィルタの交換 

５ 冷却ファンの清掃動作点検 

６ プリント板の清掃 

７ プリント板、ヒューズ、コネク 

タ、端子台等の各接続部のゆ 

るみ点検 

８ 各スイッチ動作点検 

９ 表示器点灯点検 

10 各部電源電圧測定及びリ 

ップル測定 

11 テストプログラム動作試験 

12 オンライン動作確認 

13 ハードディスクバックア 

ップ 

14 DVDドライブ清掃 

15 エラーログ確認 

16 BIOSバックアップ 

 

 

 

 

  

プ
ロ
セ
ス
入
出
力
装
置 

（
西
谷
浄
水
場
） 

２ヶ月 １ 異音、異臭、発熱、 

損傷の有無 

２ 冷却ファンの動作 

点検 

３ 表示器の点灯状態 

１ 年 １ 異音、異臭、発熱、損傷 

の有無 

２ 筺体内外の各部清掃 

３ エアフィルタの交換 

４ 冷却ファンの清掃動作点検 

５ I/O取付状態の確認 

６  筺体内のケーブル取付状 

態確認 

７  ヒューズ、コネクタ、端子台 

等の各接続部のゆるみ点検 

８ 各スイッチ動作点検 

９ 表示器点灯点検 

10 各部電源電圧測定及びリ 

ップル測定 

11 オンライン動作確認 

12 プログラム照合、リードバ 

ック 

13 バッテリー有効期限確認 

14 エラーログ確認 

 

 

 

 

 

  



 

2-3-2 

 

項目 

 

対象 

巡 視・点 検 定  期  点  検 精 密 点 検 

周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 

タ
イ
ム
サ
ー
バ
ー 

（
西
谷
浄
水
場
） 

２ヶ月 １ 異音、異臭、発熱、 

損傷の有無 

２ 表示器の点灯状態 

１ 年 １ 異音、異臭、発熱、損傷 

の有無 

２ 筺体内外の各部清掃 

３ プリント板、ヒューズ、コネ 

クタ、端子台等の各接続部の 

ゆるみ点検 

４ 表示器点灯点検 

５ 設定確認 

６ エラーログ確認 

 

  

遠
方
中
継
装
置 

 

２ヶ月 １ 外観点検 

２ 取付け状態の確認 

３ 異音、異臭、発熱、 

損傷の有無 

４ 表示器の点灯状態 

１ 年 １ 異音、異臭、発熱、損傷、 

の有無 

２ 筺体内外の各部清掃 

３ I/O取付状態の確認 

４  コネクタ、端子台等の各接 

続部のゆるみ点検 

５  筺体内のケーブル取付状 

態確認 

６ 各スイッチ動作点検 

７ 表示器点灯点検 

８ 各部電源電圧及びリップ 

 ル測定 

９ オンライン動作確認 

10 プログラム照合 

11 バッテリー有効期限確認 

12 エラーログ確認 

 

  

ル
ー
タ
ー
・
Ｌ
３
Ｓ
Ｗ 

 

２ヶ月 １ 異音、異臭、発熱、 

損傷の有無 

２ 表示器の点灯状態 

１ 年 １ 異音、異臭、発熱、損傷 

の有無 

２ 筺体内外の各部清掃 

３ プリント板、ヒューズ、コネ 

クタ、端子台等の各接続部の 

ゆるみ点検 

４ 表示器点灯点検 

５ オンライン動作確認 

６ ネットワーク疎通確認 

７ 設定確認 

８ エラーログ確認 

 

  

工
業
用
Ｈ
Ｕ
Ｂ
類 

 

２ヶ月 １ 異音、異臭、発熱、 

損傷の有無 

２ 表示器の点灯状態 

１ 年 １ 異音、異臭、発熱、損傷 

の有無 

２ 筺体内外の各部清掃 

３ プリント板、ヒューズ、コネ 

クタ、端子台等の各接続部の 

ゆるみ点検 

４ 表示器点灯点検 

５ 設定確認 

６ 電圧測定 
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項目 

 

対象 

巡 視・点 検 定  期  点  検 精 密 点 検 

周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 

ミ
ニ
Ｕ
Ｐ
Ｓ 

 

２ヶ月 １ 異音、異臭、発熱、 

損傷の有無 

２ 冷却ファンの動作 

点検 

３ 表示器の点灯状態 

１ 年 １ 設置状況、周囲温度 

２ 外観清掃 

３ バッテリー有効期限確認 

４ 表示器点灯点検 

５ 動作確認試験 

６ 運転特性試験 

７ 停電特性試験 

８ 冷却ファンの清掃動作点検 

 

  

簡
易
テ
レ
メ
ー
タ 

 

２ヶ月 １ 外観点検 

２ 取付け状態の確認 

３ 異音、異臭、発熱、 

損傷の有無 

４ 表示器の点灯状態 

１ 年 １ 異音、異臭、発熱、損傷 

の有無 

２ 筺体内外の各部清掃 

３ I/O取付状態の確認 

４  筺体内のケーブル取付状 

態確認 

５ ヒューズ、コネクタ、端子台 

等の各接続部のゆるみ点検 

６ 各スイッチ動作点検 

７ 表示器点灯点検 

８ 各部電源電圧測定 

９ オンライン動作確認 

10 回線レベル測定 

 

  

監
視
操
作
装
置
・
監
視
操
作
卓 

 

２ヶ月 １ 異音、異臭、発熱、 

損傷の有無 

２ ディスク回転異音 

の有無の点検 

３ 冷却ファンの動作 

点検 

４ 表示器の点灯状態 

５ 筺体内外の点検 

６ LCDモニタ外観点

検 

１ 年 １ 異音、異臭、発熱、損傷 

の有無 

２ ディスク回転異音の有無 

の点検 

３ 筺体内外の各部清掃 

４ エアフィルタの交換 

５ 冷却ファンの清掃動作点検 

６ プリント板の清掃 

７ プリント板、ヒューズ、コネク 

タ、端子台等の各接続部のゆ 

るみ点検 

８ キーボード、マウスの動作 

 点検 

９ LCDモニタ点検 

10 ロードバランサ点検 

11 オンライン動作確認 

12 ハードディスクバックア 

ップ 

13 DVDドライブ清掃 

14 エラーログ確認 

15 NTPサーバ点検 

 

 

 

  



 

2-3-4 

 

項目 

 

対象 

巡 視・点 検 定  期  点  検 精 密 点 検 

周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 

コ 

ン 

ト 

ロ 

ー 

ラ 

 

２ヶ月 １ 異音、異臭、発熱、 

損傷の有無 

２ 冷却ファンの動作 

点検 

３ 表示器の点灯状態 

１ 年 １ 異音、異臭、発熱、損傷 

の有無 

２ 筺体内外の各部清掃 

３ エアフィルタの交換 

４ 冷却ファンの清掃動作点検 

５ I/O取付状態の確認 

６ 筺体内のケーブル取付状 

態確認 

７ コネクタ、端子台等の各接続 

部のゆるみ点検 

８ 各スイッチ動作点検 

９ 表示器点灯点検 

10 各部電源電圧及びリップ 

 ル測定 

11 オンライン動作確認 

12 プログラム照合 

13 バッテリー有効期限確認 

14 エラーログ確認 

 

  

Ｐ 

Ｌ 

Ｃ 

 

２ヶ月 １ 外観点検 

２ 取付け状態の確認 

３ 異音、異臭、発熱、 

損傷の有無 

４ 表示器の点灯状態 

１ 年 １ 筺体内外の各部清掃 

２ プリント板の点検清掃 

３ プリント板、ヒューズ、コ 

ネクタ、端子台等の各接 

続部のゆるみ点検 

４ 各スイッチ動作点検 

５ 各表示器点灯点検 

６ アナログ入出力精度 

試験 

７ 各部電源電圧測定及 

びリップル測定 

８ テストプログラム動作 

試験 

９ オンライン動作確認 

 

  

リ
モ
ー
ト
Ｉ
／
Ｏ
装
置 

 

２ヶ月 １ 外観点検 

２ 取付け状態の確認 

３ 異音、異臭、発熱、 

損傷の有無 

４ 表示器の点灯状態 

１ 年 １ 異音、異臭、発熱、損傷 

の有無 

２ 筺体内外の各部清掃 

３ I/O取付状態の確認 

４  コネクタ、端子台等の各接 

続部のゆるみ点検 

５  筺体内のケーブル取付状 

態確認 

６ オンライン動作確認 

７ プログラム照合 

８ バッテリー有効期限確認 

９ エラーログ確認 

 

  



 

2-3-5 

 

項目 

 

対象 

巡 視・点 検 定  期  点  検 精 密 点 検 

周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 

通 

信 

確 

認 

用 

監 

視 

装 

置 

（
川
井
浄
水
場
） 

２ヶ月 １ 筺体内外の点検 

２ LCDモニタ外観点

検 

１ 年 １ 異音、異臭、発熱、損傷 

の有無 

２ ディスク回転異音の有無 

の点検 

３ 筺体内外の各部清掃 

４ 冷却ファンの清掃動作点検 

５ キーボード、マウスの動作 

 点検 

６ LCDモニタ点検 

７ OSイベントログの確認 

８ オンライン動作確認 

９ 内蔵時計時刻確認 

10 ウイルスチェック 

11 通信確認 

  

継
電
器
盤
・
中
継
変
換
器
盤 

 

２ヶ月 １ 異音、異臭、発熱、 

損傷の有無の確認 

２ 各表示器、ヒュー 

ズの良否 

３ 冷却ファンの動作 

点検 

４ エアフィルタの点 

検 

１ 年 １ 盤内外各部の清掃 

２ 端子締付部の増締め 

３ 配線、リレー類等盤取付器 

具の異常の有無 

  

カ
ラ
ー
レ
ー
ザ
ー
プ
リ
ン
タ 

 
  ６ヶ月 １ 筺体内外の各部清掃 

２ LANケーブル点検 

３ 各スイッチ動作点検 

４ 電源電圧測定 

５ 各部動作確認 

６ トナー残量確認 

７ オンライン動作確認 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４節  機 械 設 備 
 



 

2-4-1 

 

項目 

 

対象 

巡 視・点 検 定  期  点  検 精  密  点  検 

周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 

ポ
ン
プ
廻
り 

電
動
機 

１ヶ月 １ 外観､異音、振動､ 

温度､異臭の有無 

２ 粉塵付着の状態 

３ 軸受けの発熱 

４ グリース漏れの 

有無 

５ スリップリング 

及びブラシホルダ 

目視点検 

（ブラシ及びブラシ 

ホルダ点検､カーボ 

ンダストの多少） 

２ヶ月 

～１年 

１ 各部の清掃 

２ 絶縁抵抗測定 

３ ブラシ磨耗点検 

５万時

間又は

15年 

１ 工場搬入分解点検 

ポ
ン
プ 

１ 外観、異音、振動、 

温度、異臭の有無 

２ 粉塵付着の状態 

３ 軸受けの発熱 

４ グリース漏れの 

有無 

５ 軸封装置の封水 

漏れ 

６ 満水検知器確認 

（増圧ポンプ） 

７ 連成計の確認 

 分解点検清掃 

１ 分解前・分解後データ 

測定（吐出圧、回転数､ 

振動、軸心設置レベルな 

ど） 

２ 各部品点検（発錆、損 

傷、磨耗） 

３ 磨耗部品の寸法測定 

４ 各部清掃 

５ 磨耗劣化部品の交換 

６ 組み立て 

７ 必要に応じて次の検 

査を行う。 

 (1)染色探傷検査 

 (2)磁紛探傷検査 

 (3)レントゲン検査 

逆
止
弁 

１ 漏水、振動の有無 

２ リミットスイッ 

チ部取り付け確認 

３ ダッシュポット 

の油量確認 

４ 逆流の有無（電動 

 吐出弁が無い場合） 

 

 

 

 ５万時

間又は

15年、

電動吐

出弁が

無い場

合は６

年 

分解点検清掃 

１ 各部品点検（発錆、損 

傷、摩耗） 

２ 摩耗部品の寸法測定 

３ 摩耗劣化部品の交換 

電
動
吐
出
弁 

１ 異音、振動、発錆、 

漏れの有無 

２ オイルの点検 

１ 異音、振動、発錆、 

漏れの有無 

２ オイルの点検 

３ 動作試験 

 

 

５ 年 １ 電動操作機の分解点 

検清掃 

２ 摩耗劣化部品の交換 



 

2-4-2 

 

項目 

 

対象 

巡 視・点 検 定  期  点  検 精  密  点  検 

周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 

ポ
ン
プ
廻
り 

液
体
抵
抗
器 

１ヶ月 １ 外観、液面､液温 

２ 電解液の漏れ 

３ 循環ポンプ状態 

１ 年 １ 各部の清掃 

２ 締付部の増締め 

３ 絶縁抵抗測定 

西谷は

６年 

 

川井は

５年 

 

小雀は

６年 

１ 分解、点検及び清掃 

２ 電解液の交換 

３ 電極の損耗状態の確

認 

４ 操作電動機、減速機の 

点検 

５ 摩耗劣化部品の交換 

６ 電解液槽の塗装 

７ 絶縁抵抗測定 

８ 動作電流測定 

始
動
抵
抗
器 

１ 運転停止位置の 

確認 

１ 各部の清掃 

２ 接触子の損耗状

態 

３ 締付部の増締め 

４ 絶縁抵抗測定 

５ 抵抗器の抵抗値

測定 

  

空
気
圧
縮
機 

 

２ヶ月 １ 外観点検 

２ 異音、異臭、過熱 

の有無 

３ ベルト点検 

４ 冷却水の点検 

５ オイルの点検 

  ２ 年 分解点検清掃 

１ 各部品点検（発錆、損

傷、摩耗） 

２ 摩耗劣化部品の交換 

３ 摩耗部品の寸法測定 

４ 潤滑油交換 

脱
湿
装
置 

 

２ヶ月 １ 外観点検 

２ 異音、異臭、過熱 

の有無 

３ 計器、表示灯の良 

否 

４ ドレン点検 

  ２ 年 分解点検清掃 

１ 各部品点検（発錆、損

傷、摩耗） 

２ 摩耗劣化部品の交換 

３ 吸着剤交換 

４ 動作試験 

減
変
速
機 

 
２ヶ月 １ 異音、異臭、過熱、 

振動の有無 

２ グリース、オイル 

等の点検 

  

 

 

 

 

 

 

４ 年 分解点検清掃 



 

2-4-3 

 

項目 

 

対象 

巡 視・点 検 定  期  点  検 精  密  点  検 

周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 

汚
泥
掻
寄
機 

 

２ヶ月 １ 外観点検 

２ 異常検出装置動

作試験 

  ４ 年 分解点検清掃 

１ 各部の清掃 

２ 各部品点検（発錆、損 

傷、磨耗） 

３ 磨耗劣化部品の交換 

４ 塗装 

 

弁 
 
 

類 

電
動
弁 

２ヶ月 １ 異音、振動、発錆、

漏れの有無 

２ オイル点検 

１ 年 １ 異音、振動、発錆、 

漏れの有無 

２ オイルの点検 

３ 動作試験 

10 年 １ 電動操作機の分解点 

検清掃 

２ 摩耗劣化部品の交換 

圧
力
調
節
用
電
動
弁 

２ヶ月 １ 異音、振動、発錆、

漏れの有無 

２ オイル点検 

  ５年 １ 電動操作機の分解点 

検清掃 

２ 弁本体(減速機含む) 

工場搬入分解点検 

３ 弁本体(減速機含む) 

摩耗劣化部品の交換 

電
動 

調
節
弁 

２ヶ月 １ 異音、振動、発錆、

漏れの有無 

２ オイル点検 

  ５ 年 １ 電動操作機の分解点 

検清掃 

２ 摩耗劣化部品の交換 

緊
急
遮
断
弁 

  ２ヶ月 １ 異音、振動、発錆、 

漏れの有無 

２ オイルの点検 

３ 機能点検 

10 年 １ 電動操作機の分解点 

検清掃 

２ 油圧装置の点検 

３ 摩耗劣化部品の交換 

排
泥
弁 

２ヶ月 １ 異音、振動、発錆、

漏れの有無 

２ 外観点検 

３ 動作確認 

４ 作動用空気配管

の点検 

  

 

 

 

 

 

 

10 年 １ 空気操作機の分解点 

検清掃 

２ 摩耗劣化部品の交換 



 

2-4-4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 

 

対象 

巡 視・点 検 定  期  点  検 精  密  点  検 

周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 

フ
ラ
ッ
シ

ュ
ミ
キ
サ 

 

２ヶ月 １ 異音・振動・過 

熱・発錆の有無 

２ 油量の確認 

  ４ 年 分解点検清掃 

１ 各部品点検（発錆、損 

傷、磨耗） 

２ 磨耗劣化部品の交換 

採
水
ポ
ン
プ 

 

２ヶ月 １ 異音・振動・過 

熱・発錆の有無 

２ グランドパッキ 

ン・配管の状態 

３ 吐出圧力確認 

  不定期 １ 故障時は更新 

天
井
ク
レ
ー
ン
・
ホ
イ
ス
ト 

３
ｔ
以
上
（
電
動
） 

１ヶ月 １ クレーン等安全 

規則（定期自主点 

検）による 

１ 年 １ クレーン等安全 

規則（定期自主点 

検）による 

  

２ 年 １ クレーン等安全 

規則（性能検査）に 

よる 

電 

動 

門 

扉 

   ３ヶ月 １ 外観点検 

２ センサーチェッ 

ク 

３ 異音・異臭・振 

動・騒音・過熱・発 

錆・汚れの有無 

４ 駆動部の点検調 

整 

５ 摺動部の摩耗劣 

化測定 

６ 動作確認 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５節  空 調 設 備 
 



 

2-5-1 

 

項目 

 

対象 

巡 視・点 検 定  期  点  検 精  密  点  検 

周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 

真
空
式
給
湯
暖
房
温
水
器
（
ガ
ス
焚
） 

 

  ３ヶ月 １ 本体外観点検清掃 

異音・異臭、水高計、 

安全弁外観、ダンパ 

ー機能他 

２ バーナー各部点検 

３ 安全装置の機能点 

検 

４ 煙突・煙道点検 

５ 操作盤外観点検 

６ 給湯装置の点検 

７ ガス供給装置点検 

８ 熱交換器点検 

  

水
槽
類(

膨
張
タ
ン
ク) 

 

  ３ヶ月 １ 外観点検 

汚損・損傷・発錆 

２ 給水系統の点検 

  

排
煙
濃
度
計 

 

  ３ヶ月 １ 計器盤の点検 

２ 投光器、受光器の 

点検清掃 

  

配
管
・
弁
類 

 

  １ 年 １ 外観点検 

破損・水漏れ、発錆、 

ラッキング 

２ 取付支持部の点検 

  

加
温
設
備 

軟
水
・
純
水
発
生
装
置 

  2回/年 １ 外観点検清掃 

２ 破損・漏水点検 

３ 据付、ラッキング 

の状況点検 

４ 装置の動作確認 

５ 水質分析 

  

除
湿
・
乾
燥
機 

 

  ３ヶ月 １ 外観点検 

２ フィルタ点検 

３ ヒータ動作確認 

４ 制御盤点検 

  

空 
 

調 
 

機 

冷
房
・
送
風
の
み 

２ヶ月 １ 異音・異臭・振動・ 

騒音・過熱・発錆・ 

汚れ・水漏れの有無 

２ 動作確認 

    



 

2-5-2 

 

項目 

 

対象 

巡 視・点 検 定  期  点  検 精  密  点  検 

周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 

空 
 

調 
 

機 

エ
ア
ハ
ン
・
フ
ァ
ン
コ
イ
ル
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ 

(

マ
ル
チ
含
む)

・
外
気
処
理
ユ
ニ
ッ
ト 

  ３ヶ月 １ 本体点検 

フィルタ清掃点検 

他 

２ 圧縮機点検 

３ 凝縮器点検 

４ 室外機点検 

５ 蒸発器点検 

６ 送風機点検 

７ 制御装置点検 

８ 保護装置点検 

  

暖房期 １ 加湿装置(器)点検 

２ 暖房装置(器)点検 

水
熱
源
ヒ
ー
ト 

ポ
ン
プ
ユ
ニ
ッ
ト 

  ３ヶ月 １ パネル・ドレンパ 

ン点検 

２ 取付状態の点検 

３ 異音・振動・水漏 

れ点検 

４ 警報装置の動作確 

認 

５ フィルタ点検 

  

冷 
 

却 
 

塔 

 

  2回/年 １ 外観点検清掃 

２ ルーバー・充填材 

の点検 

３ ファン・モータの 

点検 

４ 散水装置の点検 

５ 給水系統の点検 

６ 絶縁抵抗の測定 

  

ポ
ン
プ
・
モ
ー
タ 

 
  ３ヶ月 １ 外観点検清掃 

２ 回転部の点検調整 

３ 制御盤の点検清掃 

４ 絶縁抵抗の測定 

  

薬
注
装
置 

 

  ３ヶ月 (軟水器保護用 

防錆剤注入装置) 

１ 外観点検清掃 

２ 液量の確認 

３ 設置状況の確認 

  

送
排
風
機
（
エ
ア
カ
ー
テ
ン
） 

 

  ３ヶ月 １ 外観点検清掃 

２ ファン及びモータ 

の点検 

３ 軸受部の点検及び

Ｖベルトの点検 

４ 異音・振動の有無 

５ 制御盤の点検清掃 

６ 絶縁抵抗の測定 

５ 年 １ 現場分解点検清掃 



 

2-5-3 

 

項目 

 

対象 

巡 視・点 検 定  期  点  検 精  密  点  検 

周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 

送
・
排
風
機 

 

２ヶ月 １ 異音・異臭・振 

動・騒音・過熱・発 

錆・汚れの有無 

２ Ｖベルトのずれ、 

張りの状態 

３ 動作確認 

    

全
熱
交
換
機 

 

  ３ヶ月 １ 外観点検清掃 

２ フィルタ点検清掃 

３ 回転部の点検 

４ 制御盤の点検 

５ ロールフィルタ点検 

６ 絶縁抵抗の測定 

  

加 

湿 

器 

 

  2回/年 １ 外観点検清掃 

２ 各部動作及び吐出 

部の点検 

３ 制御盤の点検 

４ 絶縁抵抗の測定 

  

ダ
ク
ト
設
備 

 

  ３ヶ月 １ 吹出口、吸込口、 

ダンパー類の点検調 

整 

２ FD、SFDのヒューズ 

確認 

３ 外観点検 

  

冷
温
水
発
生
機
（
ガ
ス
焚
） 

 

  ３ヶ月 １ 本体外観点検清掃 

異音・振動、異温、 

各部の温度設定他 

２ 機器設置確認 

３ 燃焼管理 

４ 各部の温度測定 

５ 溶液管理 

６ 真空管理 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６節  消 防 設 備 

 



 

2-6-1 

 

消防設備の点検は、消防法第17条の３の３の規定に基づいて行われ、点検内容及び方法等は消防庁告

示に基づいて行うものとする。 

 

対象消防設備 点検内容及び方法 点検周期 

消火器具 

消防機関へ通報する火災報知設備 

誘導灯 

誘導標識 

消防用水 

非常用コンセント設備 

無線通信補助設備 

機器点検 ６ヶ月 

屋内消火栓設備 

スプリンクラー設備 

水噴霧消火設備 

泡消火設備 

二酸化炭素消火設備 

ハロゲン化物消火設備 

粉末消火設備 

屋外消火栓設備 

動力消防ポンプ設備 

自動火災報知設備 

ガス漏れ火災警報設備 

漏電火災警報器 

非常警報器具及び設備 

避難器具 

排煙設備 

連結散水設備 

連結送水管 

非常電源（配線の部分を除く） 

総合操作盤 

パッケージ型消火設備 

パッケージ型自動消火設備 

機器点検 ６ヶ月 

総合点検 １ 年 

配線 総合点検 １ 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７節  無 線 設 備 
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項目 

 

対象 

巡 視・点 検 定  期  点  検 精  密  点  検 

周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 

監
視
制
御
設
備 

 

１ヶ月 １ 通話試験 

２ 無線機各部の目視 

点検 

３ 直流電源装置の目 

視点検 

４ 空中線及び給電線 

の目視点検 

１ 年 １ 測定及び調整 

周波数偏移 

空中線電力 

最大周波数偏差 

スプリアス発射の強 

度感度 

明瞭度 

２ その他必要事項 

  

情
報
伝
送
設
備 

 

１ヶ月 １ 通話試験 

２ 無線機及び付属装 

置各部の目視点検 

３ 直流電源装置及び 

UPS設備の目視点

検 

４ 空中線及び給電線 

の目視点検 

１ 年 １ 測定及び調整 

送信周波数偏差 

送信出力 

送信スペクトラム 

受信局発振周波数 

AGC 

特性 

入力電界 

符号誤り率 

２ 機器点検 

空中線 

デハイド 

伝送多重化装置 

監視制御装置 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第８節  防 食 設 備 

 



 

2-8-1 

 

項目 

 

対象 

巡 視・点 検 定  期  点  検 精  密  点  検 

周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 

排 

流 

器 

 

  ６ヶ月

（巡回

点検を

実施し

ている

場合） 

１ 異音、異臭、損傷、 

発錆の有無 

２ 排流器各計器の読み

(10～15分間測定) 

３ １次側AC電圧の読み 

４ 排流電流の24時間測 

定 

５ 排流器各計器の読み 

６ 排流器の点検清掃 

７ 防食効果の確認 

  

４ヶ月

（巡回

点検を

実施し

ていな

い場

合） 

１ 異音、異臭、損傷、 

発錆の有無 

２ 排流器各計器の読み

(10～15分間測定) 

３ １次側AC電圧の読み 

４ 排流電流の測定（15 

分間又は24時間） 

５ 排流器各計器の読み 

６ 排流器の点検清掃 

７ 防食効果の確認 

外 

部 

電 

源 

装 

置 

 

  ６ヶ月 

（巡回

点検を

実施し

ている

場合） 

１ 異音、異臭、損傷、 

発錆の有無 

２ 外部電源装置各計器 

の読み（10～15分間測 

定) 

３ １次側AC電圧の読み 

４ 通電電流の24時間測 

定 

５ 各電極通電電流測定 

及び接地抵抗測定 

６ 電源装置、各計器の 

読み 

７ 電源装置の点検清掃 

８ 防食効果の確認 

  

４ヶ月

（巡回

点検を

実施し

ていな

い場

合） 

１ 異音、異臭、損傷、 

発錆の有無 

２ 外部電源装置各計器 

の読み（10～15分間測 

定) 

３ １次側AC電圧の読み 

４ 通電電流の測定（15 

分間又は24時間） 

５ 各電極通電電流測定 

及び接地抵抗測定 

６ 電源装置、各計器の 

読み 

７ 電源装置の点検清掃 

８ 防食効果の確認 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10節  薬 品 注 入 設 備 
 



 

 

 

項目 

 

対象 

巡 視・点 検 定  期  点  検 精 密 点 検 

周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 周 期 点検内容 

次
亜
塩
素
注
入
設
備
（
場
内
） 

注
入
設
備
・
架
台 

受入時 

又は 

２ヶ月 

１ 漏液、発錆の有無 

２ 注入ポンプの点検調 

整 

３ 小出し槽の点検 

４ 背圧弁の動作確認 

５ 安全弁の点検 

６ 圧力計の点検 

７ アキュームレータの 

点検 

８ 防液堤内状況確認 

９ 移送ポンプの異音、 

漏液、発錆の有無 

５ 年 １ 注入ポンプの交換 

２ 背圧弁の交換 

３ 安全弁の交換 

４ 圧力計の交換 

５ 移送ポンプのオーバー 

ホール 

  

10 年 １ 注入調節弁の交換 

貯
留
槽 

受入時 

又は 

２ヶ月 

１ 漏液の有無 

２ 液位計の点検 

不定期 １ 貯留槽の交換 

 

 

 

  

配
管
類 

受入時 

又は 

２ヶ月 

１ 漏液の有無 

２ 出口弁の動作確認 

不定期 １ 配管、弁類の交換 

 

 

 

  



 

 

 

項目 

 

対象 

巡 視・点 検 定  期  点  検 精 密 点 検 

周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 周 期 点検内容 

次 
 

亜 
 

塩 
 

素 
 

注 
 

入 
 

設 
 

備 
 

（ 
 

場 
 

内 
 

） 

制
御
盤 

受入時 

又は 

２ヶ月 

１ 異音、異臭、損傷、 

汚損、発錆の有無 

２ 計器、表示灯の良否 

１ 年 １ 盤内外各部の清掃 

２ 端子締付部の増締め 

３ 配線、操作スイッチ、 

リレー類、プリント板等 

盤取付器具の異常の有無 

 

  

電 
 

磁 
 

流 
 

量 
 

計 

受入時 

又は 

２ヶ月 

１ 異音、異臭、破損、 

損傷、発熱、発錆の有 

無 

２ データ照合 

１ 年 １ 検出部取付状態の確認 

２ 計器内外部の清掃 

３ 締付部の増締め 

４ 変換器各部電圧電流測 

定（供給電圧、DC電圧、 

比較電圧等） 

５ 励磁コイル絶縁抵抗測 

定 

６ 電極間抵抗測定 

７ 模擬入力による入出力 

変換特性試験 

８ 再現性確認 

９ 90°ノイズ調整及び波 

形観測 

10 零点確認及び調整 

11 監視機能の確認 

12 パラメータの確認（機 

能のあるもの） 

13 電極とケース間の絶縁 

抵抗測定 

 

  

超 

音 

波 

レ 

ベ 

ル 

計 

受入時 

又は 

２ヶ月 

１ 異音、異臭、損傷、 

発熱、発錆の有無 

２ 波防管の取付確認 

１ 年 １ 取付状態の確認 

２ 計器内外部の清掃 

３ 締付部の増締め 

４ 電気回路各部電圧測定 

５ 検出器、同軸ケーブル 

絶縁抵抗測定 

６ 送・受信波形観測及び 

基本回路部動作確認 

７ 模擬入力による入出力 

変換特性試験 

８ 実レベルでの零点調整

(零レベルが作れる場

合)及び実測比較調整 

９ 監視機能の確認 

 

  

Ｐ
Ａ
Ｃ
注
入
設
備 

注
入
設
備
・
架
台 

受入時 

又は 

２ヶ月 

１ 移送ポンプの異音、 

漏液、発錆の有無 

２ 小出し槽の点検 

３ 排水ピット状況確認 

４ 防液堤内状況確認 

５ 年 １ 移送ポンプのオーバー 

ホール 

 

 

 

 

 

 

 

不定期 １ 排水ポンプ 

の交換 



 

 

 

項目 

 

対象 

巡 視・点 検 定  期  点  検 精 密 点 検 

周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 周 期 点検内容 

Ｐ 
 
 

Ａ 
 
 

Ｃ 
 
 

注 
 
 

入 
 
 

設 
 
 

備 

貯
留
槽 

受入時 

又は 

２ヶ月 

１ 漏液の有無 

２ 液位計の点検 

３ 電極の点検 

不定期 １ 貯留槽の交換 

２ 液位計の交換 

３ 電極の交換 

不定期 （鋼製貯留槽） 

１ 内面ライニ 

ング部のピン 

ホール試験 

２ 外面塗装 

配
管
類 

受入時 

又は 

２ヶ月 

１ 漏液の有無 

２ 出口弁、仕切弁の動 

作確認 

３ ストレーナの目視点 

検 

不定期 １ 配管、弁類の交換   

制
御
盤 

受入時 

又は 

２ヶ月 

１ 異音、異臭、損傷、 

汚損、発錆の有無 

２ 計器、表示灯の良否 

１ 年 １ 盤内外各部の清掃 

２ 端子締付部の増締め 

３ 配線、操作スイッチ、 

リレー類、プリント板等 

盤取付器具の異常の有無 

  

電 
 

磁 
 

流 
 

量 
 

計 

受入時 

又は 

２ヶ月 

１ 異音、異臭、破損、 

損傷、発熱、発錆の有 

無 

２ データ照合 

１ 年 １ 検出部取付状態の確認 

２ 計器内外部の清掃 

３ 締付部の増締め 

４ 変換器各部電圧電流測 

定（供給電圧、DC電圧、 

比較電圧等） 

５ 励磁コイル絶縁抵抗測 

定 

６ 電極間抵抗測定 

７ 模擬入力による入出力 

変換特性試験 

８ 再現性確認 

９ 90°ノイズ調整及び波 

形観測 

10 零点確認及び調整 

11 監視機能の確認 

12 パラメータの確認 

（機能のあるもの） 

13 電極とケース間の絶縁 

抵抗測定 

 

  

超 

音 

波 

レ 

ベ 

ル 

計 

受入時 

又は 

２ヶ月 

１ 異音、異臭、損傷、 

発熱、発錆の有無 

２ 波防管の取付確認 

１ 年 １ 取付状態の確認 

２ 計器内外部の清掃 

３ 締付部の増締め 

４ 電気回路各部電圧測定 

５ 検出器、同軸ケーブル 

絶縁抵抗測定 

６ 送・受信波形観測及び 

基本回路部動作確認 

７ 模擬入力による入出力 

変換特性試験 

８ 実レベルでの零点調整

(零レベルが作れる場

合)及び実測比較調整 

９ 監視機能の確認 

 

  



 

 

 

項目 

 

対象 

巡 視・点 検 定  期  点  検 精 密 点 検 

周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 周 期 点検内容 

Ｐ
Ａ
Ｃ
注
入
設
備 

調
節
弁 

受入時 

又は 

２ヶ月 

１ 電動調節弁の動作確 

認 

２ 異音、異臭、破損、 

損傷、発熱、発錆の有 

無 

10 年 １ 注入調節弁の交換   

硫 
 
 

酸 
 
 

注 
 
 

入 
 
 

設 
 
 

備 

注
入
設
備
・
架
台 

受入時 

又は 

２ヶ月 

１ 移送、注入ポンプの 

漏液、発錆の有無 

２ 小出し槽の点検 

３ 保護具の確認 

４ 消火設備の保管状況 

５ 防液堤内ピット等腐 

食状況確認 

６ 取扱注意事項等掲示 

板の状況確認 

５ 年 １ 移送、注入ポンプの分 

解点検 

２ 摩耗劣化部品の交換 

  

10 年 １ 注入調節弁の交換 

貯
留
槽 

受入時 

又は 

２ヶ月 

１ 漏液の有無 

２ 液位計の点検 

３ 上部ミスト漏洩の有 

無 

不定期 １ 貯留槽の交換   

配
管
類 

受入時 

又は 

２ヶ月 

１ 漏液の有無 

２ 出口弁の動作確認 

３ 排気管、除湿器等の 

確認 

４ 受入口の摩耗、腐食 

状況確認 

５ 注入点の配管状況確 

認 

不定期 １ 配管、弁類の交換   

制
御
盤 

受入時 

又は 

２ヶ月 

１ 異音、異臭、損傷、 

汚損、発錆の有無 

２ 計器、表示灯の良否 

１ 年 １ 盤内外各部の清掃 

２ 端子締付部の増締め 

３ 配線、操作スイッチ 

リレー類、プリント板等 

盤取付器具の異常の有無 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

項目 

 

対象 

巡 視・点 検 定  期  点  検 精 密 点 検 

周 期 点 検 内 容 周 期 点 検 内 容 周 期 点検内容 

硫 
 
 

酸 
 
 

注 
 
 

入 
 
 

設 
 
 

備  

電 
 

磁 
 

流 
 

量 
 

計 

受入時 

又は 

２ヶ月 

１ 異音、異臭、破損、 

損傷、発熱、発錆の有 

無 

２ データ照合 

１ 年 １ 検出部取付状態の確認 

２ 計器内外部の清掃 

３ 締付部の増締め 

４ 変換器各部電圧電流測 

定（供給電圧、DC電圧、 

比較電圧等） 

５ 励磁コイル絶縁抵抗測 

定 

６ 電極間抵抗測定 

７ 模擬入力による入出力 

変換特性試験 

８ 再現性確認 

９ 90°ノイズ調整及び波 

形観測 

10 零点確認及び調整 

11 監視機能の確認 

12 パ ラ メ ー タ の 確 認 

（機能のあるもの） 

13 電極とケース間の絶縁 

抵抗測定 

 

  

超 

音 

波 
レ 
ベ 

ル 

計 

受入時 

又は 

２ヶ月 

１ 異音、異臭、損傷、 

発熱、発錆の有無 

２ 波防管の取付確認 

１ 年 １ 取付状態の確認 

２ 計器内外部の清掃 

３ 締付部の増締め 

４ 電気回路各部電圧測定 

５ 検出器、同軸ケーブル 

絶縁抵抗測定 

６ 送・受信波形観測及び 

基本回路部動作確認 

７ 模擬入力による入出力 

変換特性試験 

８ 実レベルでの零点調整

(零レベルが作れる場

合)及び実測比較調整 

９ 監視機能の確認 

 

  

ｐ 
 

Ｈ 
 

計 

受入時 

又は 

２ヶ月 

１ 異音、異臭、損傷、 

発熱、発錆の有無 

２ 清掃 

３ 実測値と指示値の比 

較調整 

４ 試薬の点検補充 

１ 年 １ pH標準液による入出力 

変換特性試験 

２ 実測値と指示値の比較 

調整 

３ 締付部の増締め 

４ 電極点検 

５ 起電力測定 

６ 応答性測定 

７ 再現性測定 

８ 超音波洗浄装置の周波 

数測定 

９ 液絡部の劣化の判定 

10 パラメータの確認 

（機能があるもの） 

 

  



別紙49　リスク分担表

1 ○

2 ○

3 ○(注１)

4 ○

5 ○

6 ○

7 ○

8 ○

9 ○

10 ○

11 ○

12 ○

13 ○

14 ○

15 ○

16 ○

17 ○

18 ○

19 ○

20 ○

21 ○

22 ○

23 ○（注２） △(注３)

24 ○

25 ○

26 ○

27 ○

28 ○

29 ○

30 ○（注４） ○（注４）

31 ○

32 ○

33 ○

34 ○

35 ○

36 ○

37 ○

38 ○

39 ○ 仮設計画を含む

40 ○

41 ○

42 ○(注５) ○(注５)

43 ○

44 ○(注５)

45 ○

46 ○

47 ○

48 ○

49 ○

50 ○（注２）

51 ○（注２）

52 ○（注２）

53 ○

54 ○

その他 55 ○(注５) ○(注５)

注５　事由発生時に、水道局と請負人との間で協議し、対応及び費用負担等を決定する。

上記以外のもの

注１　水道局が手続きすべき許認可・届出をするに当たり、請負人が作成すべき書類の提出の遅延に関するものは除く。

注２　請負人の過失により発生した場合を除く。

注３  当該リスクは水道局が主にリスクを負担するが、損害を最小限にとどめる経済的動機付けを与えるため、生じた損害又は増加費用の一部については、請負人も負うものとする。

注４　水道局と請負人は、契約締結時に提案された技術が技術革新等に伴い最新のものでなくなった場合等については、請負代金額の変更等について協議し決定する。

メンテナンスリスク 引渡し後の維持管理不十分による本工事終了時点で要求水準の未達

工事
終了

工事終了時の移管手続 施設移管手続に伴う諸費用の負担、請負人の清算手続に伴う損益等

工事終了時の施設状態等 工事終了時の浄水処理施設としての要求水準及び技術提案の未達

施設洗浄・試運転時に要求水準に規定する範囲を超えるもの

引渡し後のオペレーションリスク
オペレーションミスによる設備への損害

オペレーションミスによる要求水準の未達

施設性能
要求水準及び技術提案の不適合（施工不良を含む。）

技術提案時の製品等の製造中止により、技術提案が未達となる場合

施設における契約不適合
請負人が新設・改良を行った後に発見された契約不適合

請負人が撤去・新設・改良を行う以前に生じた契約不適合

環境汚染物質（アスベスト、PCB等） 対策が必要となった場合

上記以外に関するもの
水道局が提示した資料等から合理的に推測し得るもの

上記以外のもの

施工
及び

引渡し

水道局発注の設計（調査含む）、施工
水道局が別途発注すべき設計（調査含む）、施工が遅延した場合において、請負人が行う
施工の遅延・未完・費用の増大

引渡し前の使用に係る損害
工事目的物の引渡し前の使用に当たり、工事目的物、工事材料又は建設機械器具につい
て生じた損害、その他の施工に関して生じた損害

設計
（調査含む）

測量・調査
水道局が実施した測量・調査内容の誤りに関するもの

請負人が実施した測量・調査内容の誤り及び不足に関するもの

設計図書等の契約不適合 設計図書等の成果物の契約不適合

土壌汚染 対策が必要となった場合

地中埋設物 水道局が事前に示した埋設物を除き、対策が必要となった場合

導水施設からの原水量の変動や原水水質
の変化

要求水準に規定する範囲を超えるもの

排水処理施設等への排水・排泥量、水質の
変動

浄水場の運用により要求水準に規定する範囲を超えるもの

技術革新等 契約締結日以降における技術革新等に伴い、請負代金額の変更等が必要となる場合

契約締結
水道局の責に帰すべき事由による契約締結の遅延・中止

請負人の責に帰すべき事由による契約締結の遅延・中止

施設・設備の損傷
水道局の事由によるもの

上記以外の要因によるもの

設計（調査含む）、施工費用の増大

水道局の事由による設計（調査含む）、施工費用の増大（水道局の提示条件及び指示の不
備・変更による設計変更、計画の変更など）

上記以外の要因によるもの

請負人の事由による本工事の中止・延期（事業破綻、事業放棄など）

不可抗力

不可抗力のうち、通常の予見可能な範囲外のものであって、水道局及び請負人のいずれの
責めにも帰さないもの
※ 不可抗力とは、暴風、豪雨、洪水、高潮、地震、地滑り、落盤、火災その他の自然的若し
くは人為的な事象をいう。ただし、別途示す要求水準等に基準を定めたものにあっては、こ
れを超えるものに限る。

保険の付保と適用範囲 設計（調査含む）、施工の各段階のリスクをカバーする保険

物価変動
本契約において水道局と請負人との間で予め合意した価格改定条項の範囲内

設計（調査含む）、施工の遅延及び未完

水道局の事由による設計（調査含む）、施工の遅延及び未完（水道局の提示条件及び指示
の不備・変更による設計変更、計画の変更など）

上記以外の要因によるもの

上記以外のもの

水道局が行う業務に起因する環境の悪化

請負人が行う設計（調査含む）、施工に起因する環境の悪化

第三者賠償
水道局の提示条件及び指示により第三者に損害を与えた場合の賠償責任

請負人が行う設計（調査含む）、施工により第三者に損害を与えた場合の賠償責任

安全確保
水道局が行う業務における安全性の確保

請負人が行う設計（調査含む）、施工における安全性の確保

共通

構想・計画 水道局の政策変更による本工事の変更・中断・中止など

入札説明書 入札説明書の誤り・内容の変更に関するもの

制度関係

許認可・届出
水道局が手続きすべき許認可・届出の遅延に関するもの

請負人が手続きすべき許認可・届出の遅延に関するもの

法令
法令・許認可の新設・変更によるもの（本工事に直接かかわるもの）

法令・許認可の新設・変更によるもの（上記以外のもの）

税制度
消費税の変更に関わるもの

上記以外のもの

社会

住民対応
本工事に関する住民反対運動・訴訟・要望等

請負人が行う設計（調査含む）、施工に関する住民反対運動・訴訟・要望等

環境問題

構成員 構成員の能力不足等による本工事の悪化

債務不履行

水道局の責に帰すべき事由による本工事の中止・延期（水道局の債務不履行、土地の契約
不適合、埋蔵文化財の発見など）

　　凡例：負担者  ○主負担  △従負担

段階 リスクの種類 No リスクの内容
リスク分担

備考
水道局 請負人




